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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満

ち
た
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
６
月
、
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
に

よ
り
福
知
山
市
の
第　

代
市
長
に
就
任
し

１０

て
、
無
我
夢
中
で
市
政
に
取
り
組
ん
で
半

年
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
、
昨
年
を
表
す
漢
字
「
変
」

が
象
徴
す
る
と
お
り
、
国
内
外
の
政
治
、

経
済
、
社
会
全
般
に
お
い
て
、
良
く
も
悪

く
も
変
化
の
多
い
年
で
あ
り
、
私
が
掲
げ

た
「
市
政
の
変
革
」
も
通
じ
る
も
の
が
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
１
月
に
発
覚
し
た

本
市
幹
部
職
員
の
収
賄
容
疑
で
の
逮
捕
が

暗
い
影
を
落
と
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
こ

と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
改
め
て
市
民
の

皆
様
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
年
の
後
半
に
福
知
山
成
美
高
校

の
三
度
目
の
夏
の
甲
子
園
出
場
や
福
知
山

市
生
ま
れ
の
下
村
脩
さ
ん
の
ノ
ー
ベ
ル
化

学
賞
受
賞
な
ど
、
明
る
い
出
来
事
が
相
次

ぎ
、
福
知
山
の
元
気
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問

題
に
端
を
発
し
、
世
界
経
済
が
混
沌
と
し

て
い
る
昨
今
、
わ
が
国
の
社
会
・
経
済
情

勢
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
今
後
の
本
市
の
市
民
生
活
に
も
大
き

な
影
響
が
出
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
今
年
は
「
福
知
山
市
が

未
来
に
向
か
っ
て
大
き
く
羽
ば
た
く
た
め

の
礎
を
築
く
年
」
に
し
た
い
と
強
く
念
じ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
足
元
を
し
っ
か

り
と
固
め
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
市
民
の

皆
様
に
と
っ
て
、
市
に
と
っ
て
最
も
よ
い

　
方
策
を
選
択
し
な
け
れ
ば
、
将
来
に 
禍  
根 

か 

こ
ん

を
残
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

私
の
政
治
信
条
で
あ
る
「
市
民
に
よ
る

市
民
の
た
め
の
市
民
の
政
治
」
か
ら
決
し

て
逸
脱
す
る
こ
と
な
く
、
変
え
る
勇
気
と

変
え
な
い
誇
り
を
持
ち
、
地
道
に
一
歩
一

歩
確
実
に
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
歩
ん
で

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
 
凜 
と
し
た
元
日
の
朝
を
迎
え
、
愛
す
る

り
ん

ふ
る
さ
と
福
知
山
市
を
少
し
で
も
良
く
し

て
い
き
た
い
と
の
決
意
を
新
た
に
し
、
こ

の
一
年
、
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え

る
べ
く
、
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
一
層
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
く
素
晴
ら

し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

福
知
山
市
長　
 
松 　
 
山 　
 
正 　

治
   
　

ま
つ 

や
ま 

ま
さ 

じ

新
年
の
ご
挨
拶 
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地
域
の
自
然
や
歴
史
文
化
を
育

成
・
活
用
し
、
人
と
自
然
の
共
生

を
基
本
に
農
林
業
や
観
光
の
振
興

を
図
る
た
め
、
一
千
年
先
を
見
据

え
た
福
知
山
千
年
の
森
づ
く
り
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
寄
附
金
を
福

知
山
市
千
年
の
森
づ
く
り
ふ
る
さ

と
基
金
と
し
て
積
み
立
て
、
こ
の

基
金
も
活
用
し
な
が
ら
市
民
ぐ
る

み
の
森
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く

計
画
で
す
。（
平
成　

年　

月　

日

２０

１２

２６

現
在
の
基
金
積
立
額
は
４
４
７
万

５
０
０
０
円
）

　

今
回
、
計
画（
案
）が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
ど
の
よ
う
な
整
備

を
進
め
れ
ば
よ
い
か
、
計
画
実
現

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
体
制
を
つ

く
っ
た
ら
よ
い
か
な
ど
に
つ
い
て
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

計
画
期
間

　

平
成　

年
度
〜
平
成　

年
度

２１

４０

対
象
地
域
／
三
岳
山
・
大
江
山
連

峰
の
市
内
国
定
公
園
区
域

将
来
像
／
千
年
の
歴
史
に
彩
ら
れ

た
人
と
自
然
が
共
生
す
る
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
森
林
公
園

基
本
方
針

●
美
し
く
健
全
で
多
様
な
森
づ
く

り●
持
続
可
能
な
森
林
管
理
・
利
用

シ
ス
テ
ム
づ
く
り

●
地
域
振
興
と
一
体
と
な
っ
た
森

づ
く
り

●
多
様
な
主
体
が
協
働
し
て
取
り

組
む
森
づ
く
り

●
森
づ
く
り
を
支
え
る
人
材
育
成

整
備
計
画

森
林
タ
イ
プ
別
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
管

理
計
画

　

下
図
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

観
光
施
設
の
整
備
・
配
置
計
画

①
千
年
の
森
の
情
報
を
発
信
す
る

拠
点
施
設
、
ト
イ
レ
、
休
憩
所
な

ど
を
整
備
し
ま
す
。

②
歩
道
、
駐
車
場
な
ど
を
整
備
し
、

施
設
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図

る
と
と
も
に
鬼
伝
説
を
巡
る
道
な

ど
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
ル
ー
ト

を
設
定
し
ま
す
。

計
画
実
現
の
た
め
の
推
進
体
制

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
企
業
の
社
会

貢
献
活
動
な
ど
に
よ
り
、
地
域
住

民
と
連
携
を
深
め
、
千
年
の
森
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。さ
ら
に
、緑

の
少
年
団
、
大
学
な
ど
と
連
携
し
、

若
い
力
の
森
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②
行
政
と
市
民
、
企
業
な
ど
か
ら

な
る
「（
仮
称
）
福
知
山
千
年
の
森

づ
く
り
協
議
会
」
を
設
置
し
、
官 

民
の
役
割
分
担
の
明
確
化
、
具
体

的
行
動
計
画
の
検
討
な
ど
を
行
い
、

森
づ
く
り
を
円
滑
に
進
め
ま
す
。

◆
提
出
方
法
◆
◆

　

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記
入
し
、

２
月
６
日（
金
）ま
で
に
、は
が
き
・

封
書
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

農
林
管
理
課

 

〒
６
２
０
‐
８
５
０
１　

字
内
記

　

番
地
の
１

１３℡　

‐
７
０
４
１

２４

　
　

‐
６
５
３
７

２３
電
子
メ
ー
ル

keizai@
city.fukuchiyam

a.kyoto.jp

※
計
画（
案
）の
概
要
は
、
農
林
管

　

理
課
・
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー

　

ナ
ー
、各
支
所
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

福知山千年
の森づくり
基本計画

パブリックコメント
（意見）募集

①
保
全
を
基
調
と
し
た

　

自
然
林
ゾ
ー
ン

　

原
則
と
し
て
手
を
加
え
ず
、
生

態
系
を
保
護
し
ま
す
。

②
維
持
を
進
め
る
草
地
ゾ
ー
ン

　

大
江
山
連
峰
を
代
表
す
る
ス
ス

キ
群
落
の
景
観
を
維
持
し
ま
す
。

③
多
様
性
に
配
慮
す
る

　

人
工
林
ゾ
ー
ン

　

大
規
模
な
伐
採
を
避
け
、
大
木

の
森
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

④
循
環
利
用
を
図
る

　

人
工
林
ゾ
ー
ン

　

資
源
循
環
を
図
り
次
世
代
の
人

工
林
を
育
成
し
ま
す
。

⑤
景
観
整
備
を
進
め
る

　

里
地
里
山
ゾ
ー
ン

　

四
季
の
花
が
生
育
す
る
よ
う
な

森
づ
く
り
を
継
続
的
に
進
め
ま
す
。

⑥
多
様
な
利
活
用
を
進
め
る

　

里
地
里
山
ゾ
ー
ン

　

多
様
な
活
用
を
図
る
と
と
も
に

動
物
と
の
共
生
を
図
る
た 
め
実

の
な
る
木
を
育
て
ま
す
。

森林タイプ別ゾーニングと管理計画
　計画対象地域を植生や人工林率などをもとに６つのゾー
ンに区分して各ゾーンに応じた管理目標を設定し、今後、土
地所有者や自治会などと調整を図りながら管理を進めます。
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2/28 
（土） 

北近畿タンゴ鉄道（KTR）福知山駅がが 
新しく生まれ変わりますす 

北近畿タンゴ鉄道（KTR）福知山駅が
新しく生まれ変わります

本
市
の
夢
と
希
望
を
乗
せ
た
福
知

　

本
市
の
夢
と
希
望
を
乗
せ
た
福
知

山
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
の
Ｋ

山
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
の
Ｋ

Ｔ
Ｒ
福
知
山
駅
が
、
２
月

日

Ｔ
Ｒ
福
知
山
駅
が
、
２
月　

日（
土
）

（
土
）にに

２８２８

開
業
し
ま
す
。

開
業
し
ま
す
。

市
で
は
、
公
園
や
南
北
を
つ
な
ぐ
道

　

市
で
は
、
公
園
や
南
北
を
つ
な
ぐ
道

路
の
整
備
な
ど
、
福
知
山
駅
周
辺
土
地

路
の
整
備
な
ど
、
福
知
山
駅
周
辺
土
地

区
画
整
理
事
業
と
も
合
わ
せ
て
、
北
近

区
画
整
理
事
業
と
も
合
わ
せ
て
、
北
近

畿
の
都
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ

畿
の
都
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ

ら
に
進
め
て
い
ま
す
。

ら
に
進
め
て
い
ま
す
。

当
日
は
記
念
式
典
や
各
種
イ
ベ
ン

　

当
日
は
記
念
式
典
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
ま
ち

ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
大
き
な
節
目
を
一
緒
に
祝

づ
く
り
の
大
き
な
節
目
を
一
緒
に
祝

い
、
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

い
、
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

■■
福
知
山
駅
周
辺
整
備
課

福
知
山
駅
周
辺
整
備
課

　
　
（（
℡℡　

－－

７
０
５
５
）

７
０
５
５
）

２４２４

事業主体　京都府
目的　福知山南北市街地の一体化と交通の円滑化を図
ることによって、交通渋滞の緩和や市街地の有効利用な
ど地域の活性化をはかり、北近畿の中核都市にふさわし
い整備を行います。
総事業費　約３１５億円
沿革
昭和５４年 連続立体交差事業基本構想調査
昭和５６～５７年度　　福知山駅周辺地域整備構想策定調査
平成６年４月 連続立体交差事業の都市計画決定
平成８年５月 連続立体交差事業認可
平成９年１０月 連続立体交差事業起工式
平成１１年度 ＪＲ高架本体工事・側道工事着手
平成１２年度 ＪＲ駅舎工事着手
平成１７年１１月２６日 ＪＲ福知山駅高架開業
平成１８年１１月 ＫＴＲ高架本体工事着手
平成２０年６月 ＫＴＲ駅舎工事着手
平成２１年２月２８日 ＫＴＲ福知山駅高架開業予定
平成２２年３月末　　　連続立体交差事業竣工予定

福知山駅付近連続立体交差事業の概要
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特集①　北近畿タンゴ鉄道 (ＫＴＲ )福知山駅が新しく生まれ変わります

市役所 市民病院

ききょう通り 

お城通り（府道24号） 

北口公園 
予定地 

一般車両 バス・タクシー 

け
や
き
通
り 

駅
正
面
通
り 

駅前 
交番 

北
口
広
場
駐
車
場 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
知
山
支
社 

コンビニ 
エンス 
ストア 

ＪＲ・ＫＴＲ福知山駅 

新ＫＴＲ福知山駅（イメージ）
ＪＲ福知山駅（南側）と同じく、福知山踊りの笠と福知山城の城壁のイメージです。

当日は記念イベントも盛りだくさん！

●記念式典（午前１０時４０分～）
●福知山踊り（午前１０時１５分～１０時３０分）
●うまいもの展サテライト出展（午前１１時３０分～）
●府立工業高等学校吹奏楽演奏（午前１１時３０分～正午）
●ミニ新幹線乗車会（午前１１時３０分～午後３時）
●鬼のふわふわ遊具（午前１１時３０分～午後３時）
●記念乗車会（詳細は広報ふくちやま２月
　１日号でお知らせします）
などなど！  みなさんでぜひおこしください。
※天候などにより内容が変更になる場合があります。
※駐車場は、大規模街区（ききょう通り商店街南側・無
料）をご利用ください。

注　意
３月２日 (月 )に新しい駅前広場への
切り替えを行います。
進路方向などがかわりますので、整理
員の誘導に従い、通行してください。

ところ／福知山駅北口広場
内　容

新KTR福知山駅と北口広場（イメージ）

JR 福知山
支社

 JR  福知山駅
KTR福知山駅

北口広場

駅前商店街通り（ききょう通り）

北口公園予定地
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平
成　

年
度
補
正
予
算

２０

一
般
会
計

　

２
億
１
７
９
万
６
０
０
０
円
を

増
額
し
、
３
９
９
億
１
０
１
５
万

１
０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

▼
土
曜
開
庁
事
業
（
試
行
）

　
　
　
　
　

…　

万
４
０
０
０
円

５９

▼
福
知
山
市
名
誉
市
民
顕
彰
事
業

　
　
　
　
　

…　

万
３
０
０
０
円

８１

▼
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
内
広

場
遊
具
設
置
事
業
…
２
５
０
万
円

▼
生
活
保
護
経
費

　
　
　
　

…
１
億
２
０
０
０
万
円

▼
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
増
加
経
費

　
　
　

…
６
２
２
万
７
０
０
０
円

▼
環
境
パ
ー
ク
運
転
・
維
持
管
理

事
業
、
指
定
ご
み
袋
作
製
経
費

　
　
　
　
　
　

…
１
５
１
８
万
円

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

７
億
９
６
８
万
９
０
０
０
円
を

増
額
し
、　

億
１
２
２
８
万
９
０

７９

０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

９
０
２
８
万
６
０
０
０
円
を
増

額
し
、　

億
７
７
１
４
万
４
０
０

５６

０
円
に
な
り
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

　

２
４
０
万
円
を
増
額
し
、　

億
１６

８
９
２
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

ガ
ス
事
業
会
計

　

１
５
０
万
円
を
増
額
し
、　

億
１０

９
６
４
２
万
１
０
０
０
円
に
な
り

ま
し
た
。

病
院
事
業
会
計

　

２
億
１
１
９
万
８
０
０
０
円
を

増
額
し
、　

億
７
５
４
９
万
８
０

８６

０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

条　
　

例　

▼
福
知
山
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▼
福
知
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
福
知
山
市
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
福
知
山
市
駅
前
広
場
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
福
知
山
市
武
道
館
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

そ 
の 
他

▼
福
知
山
市
名
誉
市
民
の
選
定
に

つ
い
て　
　

人　
　

事

　

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
同
意

▼ 　
  
野  
正  
博 
さ
ん

か
ど 

の 

ま
さ 
ひ
ろ

　
　
　
　
　
　
（
高
津
江
・
再
任
）

▼ 
横  
田  
克  
宏 
さ
ん（
大
身
・
新
任
） 

よ
こ 

た 

か
つ 
ひ
ろ

　

福
知
山
市
生
ま
れ
で
、昨
年　
１２

月　

日（
水
）に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

１０
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
ノ
ー
ベ
ル
化

学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
下
村
脩
さ
ん

の
栄
誉
を
顕
彰
す
る
た
め
、平
成

　
 

　

年
１
月
１
日
付
で
福
知
山
市
名

２１誉
市
民
の
称
号
を
贈
り
ま
し
た
。

　

下
村
さ
ん
は
昭
和
３
年
に
福
知

山
市
（
当
時
の
福
知
山
町
）
で
お

生
ま
れ
に
な
り
、
５
歳
ま
で
本
市

で
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
帰
国
の
際

は
「
福
知
山
に
行
き
た
い
」
と
の

お
言
葉
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
早

く
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
下
村
さ
ん
は
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
に
お
住
ま
い
で
、
顕
彰
状
と

名
誉
市
民
章
は
帰
国
さ
れ
る
際
に

お
渡
し
す
る
予
定
で
す
。

　１２月定例市議会が、１２月３日から２４
日まで開かれました。
　この市議会に、市では１２億２２６万９０００
円を補正し、全会計の総額を８３８億８７３９
万６０００円とする補正予算、条例の制定
など、合わせて５７議案を提案。いずれ
も原案どおり可決されました。
　おもな内容をお知らせします。

１２月定例市議会
環境パーク運転・維持管理事業、
指定ごみ袋作製経費など

 
下  
村  
脩 
さ
ん
を

し
も 
む
ら 
お
さ
む

名
誉
市
民
と
し
て
顕
彰

下村さんにお祝いのメッセージを送ろう！
　下村脩さんへのお祝いのメッセージを募集しま
す。応募いただいたメッセージは、下村さんの帰
国の際などにお渡しします。
※取りまとめの都合上、内容を編集させていただ
くことがあります。またお祝いのメッセージ以
外はお渡ししませんのでご了承ください。
応募方法／メッセージ・氏名・電話番号を明記し、
はがき・封書・ファクス・電子メールなどでお寄
せください。市ホームページからも投稿できます。
※文字数は、３００字以内でお願いします。
締切日／２月２７日（金）必着
提出先／秘書広報課
〒６２０－８５０１　字内記１３番地の１
℡２４‐７０３２　ＦＡＸ２４‐７０２３
Ｅメール　hisyo@city.fukuchiyama.kyoto.jp
※みなさんからお寄せいただいたメッセージを、
広報ふくちやまやホームページなどで紹介する
場合があります。匿名を希望する場合は「匿名
希望」と明記してください。

提供　長崎大学
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特集②　平成１９年度決算
 

 

 

 

非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況　
　
　

　

経
常
収
支
比
率
と
実
質
公
債
費

比
率
に
よ
り
、
財
政
状
況
を
見
る

と
本
市
の
財
政
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

経
常
収
支
比
率　

・
７
㌫

９２

（
平
成　

年
度
と
比
べ
３
・
４
ポ
イ

１８

ン
ト
悪
化
）

　

経
常
収
支
比
率
と
は
、人
件
費
・

扶
助
費（
生
活
保
護
費
な
ど
）・
公

債
費（
国
な
ど
か
ら
借
り
た
お
金

の
返
済
に
使
う
お
金
）な
ど
義
務

的
な
経
費
に
対
し
て
、市
税
や
地

方
交
付
税
な
ど
の
収
入
が
、
ど
れ

だ
け
充
当
さ
れ
た
か
を
示
す
比
率

の
こ
と
で
す
。
こ
の
数
値
が
低
い

ほ
ど
、
財
政
に
余
裕
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率　
・
１
㌫

１６

（
平
成　

年
度
と
比
べ
０
・
１
ポ
イ

１８

ン
ト
好
転
）

　

実
質
公
債
費
比
率
と
は
、
自
治

体
の
収
入
全
体
に
占
め
る
借
金
返

済
の
割
合
を
い
い
ま
す
。
こ
の
数

値
が
低
い
ほ
ど
財
政
に
余
裕
が
あ

り
、　

㌫
以
上
に
な
る
と
段
階
に

１８

応
じ
て
起
債（
借
り
入
れ
を
行
う

こ
と
）の
許
可
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

実質収支
Ａ－（Ｂ＋Ｃ）

翌年度への
繰越額（C）

支　出
（B）

収　入
（A）会　計　名 構成比

(㌫)
支出のうち
人件費

前年比
(㌫)

前年比
(㌫)

８億２７９４万円 １億７１１２万円２０.９７８億３４２９万円－６.４３７４億６４５３万円－６．５３８４億６３５９万円一 般 会 計
２億９１９２万円０１.７１億２８５９万円１０.４７４億３６９３万円１０.５７７億２８８５万円国 民 健 康 保 険 事 業

特　

別　

会　

計

－７３４万円０４４.９２２６７万円－８.８５０５２万円－１３．７４３１８万円国民健康保険診療所費
０００.００－２２.１１６８０万円－２２．１１６８０万円と 畜 場 費

－１億４９８６万円６５４万円４.４９３７５万円２４.６２１億１１１７万円２７．１１９億６７８５万円簡 易 水 道 事 業
１億３１５６万円１１３３万円４.２２億２５００万円１３.８５３億２２４７万円１６．０５４億６５３６万円下 水 道 事 業
１億１５４１万円０４０.８２１６０万円－８５.４５２９１万円－６５．０１億６８３２万円宅 地 造 成 事 業

００４８.４１２８９万円３.１２６６１万円３．１２６６１万円休 日 急 患 診 療 所 費
－５億２３７５万円００.８４１２万円－１.９５億４８３４万円－１０．４２４５９万円公設地方卸売市場事業

５２６５万円００.４３３９０万円６.０８４億４６６８万円９．４８４億９９３３万円老 人 保 健 医 療 事 業
－１０億２４４７万円００.００－９.２１３億９９８万円１０９．５２億８５５１万円福知山駅南土地区画整理事業
－１億２８１万円０２.６２８３４万円－２１.０１０億７７４０万円－１７．９９億７４５９万円農業集落排水施設事業
－２３億２２８０万円００.５１２２０万円１.０２６億７０４２万円－３１．５３億４７６２万円石原土地区画整理事業
－１１億７５０７万円０２.２５３２４万円５.９２４億４５９７万円－６．９１２億７０９０万円福知山駅周辺土地区画整理事業
１億３１３６万円０３.０１億５４３７万円６.５５１億８５１２万円５．４５３億１６４８万円保 険 事 業 勘 定介護保

険事業 ３６３万円００.００４６.１１７３９万円７６．２２１０２万円介護サービス事業勘定
１０５０万円０６.６１４８７万円－４８.９２億２４７２万円－５０．０２億３５２２万円河守土地区画整理事業

００９５.０１９万円－４.８２０万円－４．８２０万円下夜久野地区財産区管理会
４２７４万円０１８.２１億２６４６万円－９.８６億９５４９万円－１９．０７億３８２３万円ガ ス 事 業企

業
会
計

５２４３万円０１８.１２億３万円０.１１１億４４９万円－２．０１１億５６９２万円水 道 事 業
－７億８６８２万円０３８.６２９億５４１７万円０.９７６億５７８６万円２４．３６８億７１０４万円病 院 事 業

一般会計　行政を運営する基本的な経費をまとめた会計
特別会計　一般会計とは別に、それぞれ設置目的に沿って独立採算を基本に運営する会計
企業会計　市が経営する企業の会計

会計別決算の状況

限られた財源を有効活用
　平成１９年度決算がまとまり、平成２０年１２月の定例市議会で認定されま
した。
　平成１９年度の本市の財政は、歳入面においては三位一体改革に伴う税
源移譲による個人住民税の大幅な増などにより市税収入が増加したも
のの、地方譲与税、地方交付税などが減額となる厳しい財政状況でした
が、財政調整基金や減債基金、特定目的基金の有効活用を図り財源を確
保しました。
　また、財政健全化法の施行に伴い、将来負担比率などの新しい指標が
導入されました。

平成１９年度

決算
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【
市
税
】
市
民
税
や
固
定
資
産
税
・
軽
自
動

車
税
な
ど
、
み
な
さ
ん
が
市
に
納
め
て
い

た
だ
く
税
金

【
繰
入
金
】特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立

て
て
い
る
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

【
使
用
料
・
手
数
料
】
市
の
施
設
の
使
用
料

や
、
証
明
書
発
行
な
ど
の
手
数
料

【
分
担
金
・
負
担
金
】
市
が
行
う
事
業
で
特

に
利
益
を
受
け
る
人
が
、
市
に
納
め
て
い

た
だ
く
お
金

【
諸
収
入
】
預
金
利
子
な
ど
、
ほ
か
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
な
い
収
入

【
財
産
収
入
】
市
が
持
っ
て
い
る
土
地
・
家

屋
の
貸
し
付
け
や
売
却
に
伴
う
収
入

【
寄
附
金
】
市
に
寄
附
い
た
だ
く
お
金

【
地
方
交
付
税
】市
の
財
政
規
模
な
ど
に
応

じ
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
国
庫
支
出
金
・
府
支
出
金
】
補
助
金
な
ど

特
定
の
目
的
の
財
源
と
し
て
、
国
や
府
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
市
債
】
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国
な
ど
か

ら
借
り
る
お
金

【
各
種
交
付
金
】国
や
府
の
税
金
な
ど
か
ら
、

一
定
の
率
で
交
付
さ
れ
る
お
金

【
地
方
譲
与
税
】国
の
税
金
と
し
て
徴
収
後
、

配
分
さ
れ
る
お
金

　

収
入
と
支
出
の
差
額
か
ら
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し

て
特
定
の
事
業
を
行
う
財
源
を
差
し
引
い
た
「
実
質

収
支
」
で
、
８
億
２
７
９
４
万
円
の
黒
字
を
計
上
し
、

昭
和　

年
以
来　

年
連
続
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

４７

３６

一
般
会
計

増　減　額平成１８年度決算額平成１９年度決算額項　　　目

９億６３２１万円１１２億７６１３万円１２２億３９３４万円市 税

自　
　

主　
　

財　
　

源

１３億５２２５万円９億１９３６万円２２億７１６１万円繰 入 金

－１７２５万円１１億９０３０万円１１億７３０５万円使用料及び手数料

－１６３８万円７億４７５１万円７億３１１３万円分担金及び負担金

１億２３７７万円５億６７２４万円６億９１０１万円繰 越 金

－６０４万円２億７２７１万円２億６６６７万円諸 収 入

－７９０万円２億２１１６万円２億１３２６万円財 産 収 入

７６６８万円１億３５０８万円２億１１７６万円寄 附 金

２４億６８３４万円１５３億２９４９万円１７７億９７８３万円計

－６億９０５７万円９７億３８４２万円９０億４７８５万円地 方 交 付 税

依　

存　

財　

源

－９億１９４６万円４８億２９０６万円３９億９６０万円国 庫 支 出 金

－２５億７７６０万円５８億１６４０万円３２億３８８０万円市 債

－１億４９３３万円２５億４８２０万円２３億９８８７万円府 支 出 金

－２億３７０万円１７億４６７６万円１５億４３０６万円各 種 交 付 金

－６億６２１万円１１億３３７９万円５億２７５８万円地 方 譲 与 税

－５１億４６８７万円２５８億１２６３万円２０６億６５７６万円計

－２６億７８５３万円４１１億４２１２万円３８４億６３５９万円収 入 合 計

収入総額 ３８４億６３５９万円 

市税 
122億3934万円 
          （31.8 ） 

繰入金 
22億7161万円 
　　　 （5.9 ） 

分担金及び負担金  7億3113万円（1.9 ） 
繰 越 金  6億9101万円（1.8 ） 
諸 収 入  2億6667万円（0.7 ） 
財産収入  2億1326万円（0.6 ） 
寄 附 金  2億1176万円（0.6 ） 

地方交付税 
90億4785万円 
　　  （23.5 ） 

  国庫支出金 
39億960万円 
　　（10.2 ） 

収 入 
384億6359万円 

自 依 

主 

財 
財 

存 

源 
源 

使用料及び手数料 
11億7305万円 
　　　 （3.0 ） 

地方譲与税 
5億2758万円 
　　  （1.4 ） 

各種交付金 
15億4306万円 
（4.0 ） 

府支出金 
23億9887万円 
（6.2 ） 

市債 
32億3880万円 
　　　 （8.4 ） 
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【
民
生
費
】
福
祉
の
充
実
に
使
う
お
金

【
公
債
費
】国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た
元
金

の
返
済
や
利
子
の
支
払
い
に
使
う
お
金

【
総
務
費
】
課
税
・
戸
籍
・
選
挙
な
ど
、
市

の
総
務
管
理
に
使
う
お
金

【
衛
生
費
】
健
康
の
増
進
、
ご
み
の
処
理
な

ど
に
使
う
お
金

【
土
木
費
】
道
路
や
河
川
・
公
園
な
ど
の
整

備
に
使
う
お
金

【
教
育
費
】
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
の
振
興

な
ど
に
使
う
お
金

【
農
林
業
費
】
農
業
・
林
業
の
振
興
な
ど
に

使
う
お
金

【
消
防
費
】消
防
や
防
災
対
策
な
ど
に
使
う

お
金

【
諸
支
出
金
】
公
営
企
業
へ
の
貸
付
金

【
商
工
費
】
商
業
・
工
業
や
観
光
の
振
興
な

ど
に
使
う
お
金

【
議
会
費
】議
会
の
運
営
な
ど
に
使
う
お
金

【
災
害
復
旧
費
】災
害
に
よ
り
土
砂
崩
れ
な

ど
が
起
こ
っ
た
道
路
な
ど
の
復
旧
に
使
う

お
金

【
労
働
費
】働
く
人
の
福
祉
な
ど
に
使
う
お

金

民生費

平成１９年度　１０９，５０６円
平成１８年度　１０６，８３５円
　　　　　 （＋２，６７１円）

土木費

平成１９年度　５５，５６５円
平成１８年度　６４，１６２円
　　　　　（△８，５９７円）

商工費

平成１９年度　４，０５０円
平成１８年度　６，９０２円
　　　　 （△２，８５２円）

公債費

平成１９年度　７０，９２６円
平成１８年度　６８，０５２円
　　　　　（＋２，８７４円）

教育費

平成１９年度　３１，９０２円
平成１８年度　３０，９３２円
　　　　　　（＋９７０円）

議会費

平成１９年度　３，９５１円
平成１８年度　３，８４５円
　　　　　 （＋１０６円）

総務費

平成１９年度　６４，６５３円
平成１８年度　７４，８１８円
　　　 　（△１０，１６５円）

農林業費

平成１９年度　２４，０６７円
平成１８年度　２４，６５２円
　　　　　　（△５８５円）

労働費

平成１９年度　３６２円
平成１８年度　３６０円
　　　　　 （＋２円）

衛生費

平成１９年度　６４，３７８円
平成１８年度　６８，６５０円
　　　　　（△４，２７２円）

消防費

平成１９年度　１４，６４２円
平成１８年度　１５，２７５円
　　　　　　（△６３３円）

その他
 諸  支  出  金
 災害復旧費

平成１９年度　１０，５２７円
平成１８年度　１７，１０４円
　　　　　（△６，５７７円）

※
各
年
度
の
決
算
額
を
年
度
末
（
３
月　

日
現
在
）

３１

の
人
口
（
平
成　

年
度
は
８
万
３
１
０
６
人
、

１８

平
成　

年
度
は
、
８
万
２
４
２
５
人
）
で
割
っ

１９

た
値
で
す
。

一
般
会
計
決
算
額
か
ら
見
た

　

市
民
１
人
あ
た
り
の
額

支出総額 ３７４億６４５３万円 

民生費 
90億2602万円 
        （24.1 ） 

 公債費 
58億4609万円 
    （15.6 ） 

総務費 
53億2901万円 
（14.2 ） 

衛生費 
53億640万円 
   （14.2 ） 

土木費 
45億7996万円 
（12.2 ） 

支 出 
374億6453万円 

労働費   
2988万円（0.1 ） 

災害復旧費   
6770万円（0.2 ） 

教 育 費  26億2950万円（7.0 ） 

農林業費  19億8370万円（5.3 ） 

消 防 費  12億683万円（3.2 ） 
諸支出金  8億（2.1 ） 

商工費  3億3381万円（0.9 ） 

議会費  3億2563万円（0.9 ） 

合計 

平成１９年度　４５４，５２９円 
平成１８年度　４８１，５８７円 
　　　　　（△２７，０５８円） 

投票箱  

（ ）
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財
政
健
全
化
比
率
な
ど　
　
　
　

　

平
成　

年
度
決
算
に
つ
い
て
は

１９

基
準
内
で
し
た
が
、
今
後
も
基
準

内
の
水
準
を
維
持
す
る
た
め
、
第

４
次
行
政
改
革
大
綱
を
着
実
に
遂

行
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
比
率
な
ど
に
つ
い

て
の
く
わ
し
い
内
容
は
、
市
役
所

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率

　

本
市
の
会
計
の
う
ち
資
金
不
足

が
発
生
し
て
い
る
会
計

公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会

計
…
３
１
３
２
・
８
㌫

福
知
山
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
…　

・
８
㌫

５３

石
原
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
…　

・
２
㌫

１４

福
知
山
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
…
１
０
０
・
０
㌫

用
語
の
説
明

●
早
期
健
全
化
基
準
・
財
政
再
生

基
準 

　

各
指
標
に
は
段
階
に
応
じ
て
２

つ
の
基
準
が
あ
り
、
一
つ
で
も
基

準
を
上
回
る
場
合
、
地
方
公
共
団

体
は
指
標
を
最
短
で
下
回
る
た
め

の
計
画
（
財
政
健
全
化
計
画
）
を

策
定
し
、
外
部
監
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
実
質
赤
字
比
率

　

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
を
行
う
地
方
公
共
団
体
の
一
般

会
計
な
ど
の
赤
字
の
程
度
を
指
標

化
し
、
財
政
運
営
の
悪
化
の
度
合

い
を
示
し
ま
す
。
数
字
が
低
い
ほ

ど
財
政
運
営
が
良
好
と
い
え
ま
す
。

●
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

地
方
公
共
団
体
す
べ
て
の
会
計

の
赤
字
や
黒
字
を
合
算
し
、
そ
の

地
方
公
共
団
体
全
体
の
財
政
運
営

の
悪
化
の
度
合
い
を
示
し
ま
す
。

数
字
が
低
い
ほ
ど
財
政
状
況
が
健

全
と
い
え
ま
す
。

●
実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
（
地
方
債
）
の
返
済
額

な
ど
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資

金
繰
り
の
程
度
を
示
し
ま
す
。
数

字
が
低
い
ほ
ど
財
政
状
況
が
健
全

と
い
え
ま
す
。

●
将
来
負
担
比
率

　

地
方
債
や
将
来
支
払
っ
て
い
く

可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
現
時

点
で
の
残
高
を
指
標
化
し
、
将
来

財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
度
合

い
を
示
し
た
も
の
で
す
。
一
般
会

計
な
ど
が
背
負
っ
て
い
る
借
金
が

標
準
的
な
年
間
収
入
の
何
年
分
で

あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
表
し
（
１

０
０
㌫
は
１
年
）
、
比
率
が
高
い

場
合
は
財
政
運
営
上
の
問
題
が
生

じ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
の
事
業
規
模
で
あ
る

料
金
収
入
や
資
産
の
価
値
（
価

格
）
な
ど
に
対
す
る
資
金
不
足
額

の
規
模
を
指
標
化
し
、
経
営
状
態

の
悪
化
の
度
合
い
を
示
し
ま
す
。

将 来 負 担
比 率

実質公債費
比 率

連 結 実 質
赤 字 比 率

実 質 赤 字
比 率

１６６.９０㌫１６.１０㌫－
（黒字のため該当なし）

－
（黒字のため該当なし）

福 知 山 市

１１０.４０㌫１２.３０㌫－－全 国 平 均

３５０.００㌫２５.００㌫１７.２８㌫１２.２８㌫早期健全化基準
（イエローカード）

３５.００㌫４０.００㌫２０.００㌫財政再生基準
（レッドカード）

福知山市の平成１９年度の財政健全化比率

市民１人あたりの家計簿
※一般会計の決算額を家庭の家計簿に見立て平成２０年３月３１日現在の人口で割り、算出しています。

４６６，６５０円収 入市の決算科目
１４８，４９１円給 料市 税

２１１，４２８円親からの援助

地 方 交 付 税
地 方 譲 与 税
国 府 支 出 金
各 種 交 付 金

３１，４９４円家 賃 収 入

使用料及び手数料
分担金及び負担金
財産収入・寄附金
諸 収 入

３９，２９４円ローン借り入れ市 債
２７，５６０円貯金取り崩し繰 入 金
８，３８３円前 年 繰 越繰 越 金

市の決算科目４５４，５２９円支 出
人 件 費

１３８，４７０円生活費（食費・光熱費）
物 件 費
投 資 的 経 費

８３，０５７円家の増改築、車購入
維 持 補 修 費
扶 助 費６５，３５７円医療費・教育費
補 助 費 等３０，８２６円自 治 会 費
繰 出 金５０，５３５円子どもへの仕送り
公 債 費６９，８３５円ロ ー ン の 返 済
積 立 金６，５１６円貯金（定期積み立て）
貸 付 金９，９３３円親せきへの貸し付け

５，０２２円貯　金（普通預金）
７，０９９円次年度へ繰り越し

(市民１人あたりの借金）(市民１人あたりの貯蓄）
６１６，５１３円（※）借 金 現 在 高１１０，２４２円貯 金 現 在 高

このうち３７７，６３８円は親（国）が払ってくれる予定。
※いずれも特別会計・企業会計を除く。

※一般会計・特別会計・企業会計をすべて合わせた市民１人あたりの借金は１,２９１,８６３円。（このうち６５４,７８６円は親（国）が払ってくれる予定）
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一
般
・
特
別
会
計

　

一
般
会
計
は
、
黒
字
決
算
と
な

っ
た
が
、
単
年
度
収
支
で
は
赤
字

決
算
と
な
っ
た
。
特
別
会
計
で
も

７
会
計
が
赤
字
決
算
と
な
っ
た
。

特
に
、
石
原
、
福
知
山
駅
周
辺
、

福
知
山
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業

と
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
は
、

収
支
の
改
善
な
ど
に
向
け
て
努
力

し
て
ほ
し
い
。
今
後
も
財
源
確
保

は
厳
し
い
も
の
が
予
想
さ
れ
る
な

か
、
市
税
な
ど
の
収
入
確
保
と
財

政
の
健
全
化
に
向
け
て
努
め
、
法

令
遵
守
と
、
効
果
的
、
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
よ
っ
て
住
民
福
祉

に
寄
与
さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。

ガ
ス
事
業
会
計

　

需
要
家
戸
数
が
年
々
減
少
し
、

累
積
赤
字
や
企
業
債
の
借
入
残
高

が
あ
る
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
に

あ
る
。
民
間
移
譲
を
含
め
た
ガ
ス

事
業
の
将
来
の
経
営
形
態
を
検
討

さ
れ
て
い
る
な
か
、
安
全
確
保
を

最
優
先
と
し
て
、
ガ
ス
の
需
要
拡

大
に
向
け
た
営
業
努
力
と
販
売
促

進
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ほ
し
い
。

水
道
事
業
会
計

　

給
水
人
口
、
給
水
量
の
低
下
傾

向
と
減
価
償
却
費
の
増
加
予
測
の

な
か
で
、
経
営
は
一
層
厳
し
さ
を

増
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
経
済
的
、

効
率
的
に
事
業
を
進
め
、
良
質
で

安
定
し
た
水
を
供
給
し
て
ほ
し
い
。

病
院
事
業
会
計

　

全
面
改
築
と
い
う
巨
額
の
設
備

投
資
直
後
の
年
度
で
あ
り
、
今
後

も
減
価
償
却
費
な
ど
多
額
の
資
本

費
の
負
担
が
続
き
、
病
院
経
営
の

環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
思

わ
れ
る
。
健
全
な
経
営
を
図
り
、

市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
基
幹
病

院
と
し
て
住
民
福
祉
の
増
進
に
寄

与
さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。 

開
庁
期
間

　

２
・
３
・
４
月
の
毎
週
土
曜
日

開
庁
時
間

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

開
庁
場
所

　

市
役
所
市
民
課
窓
口

 

取
り
扱
う
業
務　
　
　
　
　
　
　

①
市
民
課
業
務

●
証
明
業
務

　

戸
籍
謄
抄
本
、
住
民
票
、
印
鑑

証
明
、
外
国
人
登
録

●
届
出
業
務

　

戸
籍
届
出
（
預
か
り
の
み
）
、

住
民
異
動
（
転
入
、
転
出
、
転
居
、

世
帯
変
更
な
ど
）
、
印
鑑
登
録

※
住
民
異
動
に
伴
う
、
健
康
保
険
、

福
祉
医
療
、
ふ
く
ふ
く
医
療
な

ど
の
異
動
届
出
は
、
後
日
、
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
税
務
課
業
務

　

所
得
証
明
、
課
税
証
明

※
い
ず
れ
も
何
ら
か
の
課
税
資
料

　

が
あ
る
場
合
の
み
。

③
高
齢
者
福
祉
課
業
務

●
証
明
業
務

　

介
護
保
険
受
給
資
格
証
明
書
、

後
期
高
齢
者
医
療
負
担
区
分
証
明

書※
申
請
書
の
み
を
受
け
付
け
、
後

日
証
明
書
を
郵
送
し
ま
す
。

●
届
出
業
務

　

異
動
届
出
（
死
亡
、
転
入
、
転

出
、
転
居
、
世
帯
変
更
）

④
学
校
教
育
課
業
務

　

住
所
異
動
に
伴
う
市
立
小
中
学

校
へ
の
入
学
・
転
校
の
手
続
き
が

で
き
ま
す
。

※
定
め
ら
れ
た
通
学
区
域
内
に
あ

る
学
校
へ
の
入
学
・
転
校
に
限

り
ま
す
。

●
医
療
、
年
金
、
子
育
て
、
福
祉
、

な
ど
の
相
談
や
手
続
き
、
公
共
料

金
の
支
払
い
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
各
支
所
は
、
開
庁
し
ま
せ
ん
。

　

市
長
か
ら
審
査
に
付
さ
れ
た
平
成　

年
度
決
算
の
審
査
意
見
書

１９

の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
審
査
意
見
書
は
、
市
役
所
１
階
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
監
査
委
員
事
務
局
（
℡　

‐
７
０
７
４
）

２４

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書（
要
旨
）

　９～１０月に実施したアンケート結果を踏まえ、試行的に市民課窓
口を開庁します。今回の実施により、市民ニーズを調査し、効果的
で合理的な業務の推進など土日開庁の際の課題を整理します。
■市民課（℡２４-７０１４）

毎週土曜日市民課
窓口を開庁します

2・3・4月



大ニュース 福知山市の 大ニュース 福知山市の 大ニュース 福知山市の 

　昨年の「広報ふくちやま11月15日号」で募集した「2008
年　あなたが決める10大ニュース」には、450人のみなさん
から応募いただきました。応募が多かった順にランクを決定
しましたのでお知らせします。 

■秘書広報課広報係（TEL24-7000)

福知山市の幹部職員が収賄容疑で逮捕。 【395票】 

福知山成美高等学校が3回目の夏の甲子園（全
国高校野球選手権大会）出場、選手宣誓。  

多保市にＰＬＡＮＴ－3福知山店、福知山駅南にヤマダ電機
テックランド福知山店、ヒマラヤスポーツ＆ゴルフ福知山店と、
大型店舗があいついで開店。 

ＪＲ福知山駅南口に「鉄道の
まち」をイメージした公園が
開園。 

北近畿タンゴ鉄道宮福線が
開業20周年。　　【144票】 

福知山ＦＭ放送（ＦＭキャッスル）
が開局。 

福知山ファミリーが閉店。  
 
※現在は、一階部分で営業（花屋
　と飲食店、および数店の催事店）
　が再開されています。 

市職員汚職事件を受
けて市議会が100条
委員会を設置。 

第
１０
代
松
山
正
治
市
長
誕
生
。  

福
知
山
市
生
ま
れ
の
下
村
脩
さ
ん
が
ノ
ー
ベ
ル
化

学
賞
を
受
賞
。　
 

【374票】 
【276票】 

【166票】 

【219票】 

【161票】 

【136票】 

【
3
6
3
票
】 

【
3
3
6
票
】 

1位 1位 

2位 2位 

3位 3位 

7位 7位 

6位 6位 

5位 5位 

4位 4位 

10位 10位 

9位 9位 

8位 8位 

ま
つ
や
ま
ま
さ
じ 

し
も
む
ら
お
さ
む 
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大ニュース 福知山市の 大ニュース 福知山市の 

絵画の部　佐藤太清賞 
「春を映す夏」 
長谷川理奈さん（東京都足立区） 

絵画の部　佐藤太清賞 
「Crucifixion」 
戸田麻子さん（長崎市） 

絵画の部　福知山市長賞 
「野心」 
小西創太さん（大東市） 

絵画の部　佐藤太清賞 
「ひかる」 
林みどりさん（静岡市） 

日本画の部　佐藤太清賞 
「二百十日」 
下村亜未さん（藤沢市） 

日本画の部　福知山市長賞 
「DROPOUT　FANTASY」 
田中武さん（北九州市） 

　平成13年度から、福知山市名誉市民の日本画家　佐藤太清画伯の志を受け継ぎ21世紀の芸術文化を担
う人材を育成するため、高校生・大学生を中心に全国から絵画作品の一般公募による美術展を行っています。
今回は、275点の応募作品の中から佐藤太清賞、福知山市長賞をはじめ69点の作品が選ばれました。 

■まちづくり推進課（TEL24-7033） 

第8回　佐藤太清賞公募美術展 

日
本
画
の
部
講
評
（
抜
粋
） 

中
路
融
人
さ
ん
（
日
本
画
家
・
日
展
常
務
理
事
） 

　
い
つ
も
な
が
ら
公
募
展
の
水
準
は
高
い

が
、
風
景
作
品
に
も
う
少
し
力
作
が
欲
し

か
っ
た
。
今
年
度
の
受
賞
作
に
は
魅
力
あ

る
作
が
多
く
、
ま
た
選
に
も
れ
た
人
も
来

年
度
の
応
募
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

総
評
（
抜
粋
） 

草
薙
奈
津
子
さ
ん
（
美
術
評
論
家
）
　 

　
日
本
画
の
部
で
入
選
し
た
作
品
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
手
ご
た
え
が
あ
る
。 

　
絵
画
の
部
は
年
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
全
体
に
ず

い
分
大
人
び
た
作
品
が
多
く
、
こ
れ
か
ら

を
楽
し
み
に
し
た
い
。 

絵
画
の
部
講
評
（
抜
粋
） 

船
水
徳
雄
さ
ん
（
日
本
画
・
日
展
評
議
員
） 

　
各
作
品
の
力
量
資
質
共
に
、
明
日
を
期

待
で
き
る
若
き
作
家
群
に
思
え
、
嬉
し
い

か
ぎ
り
で
す
。 

な
か
じ
ゆ
う
じ
ん 

ふ
な
み
ず
の
り
お 

く
さ
な
ぎ
な
　
つ
　
こ 

佐藤太清賞公募美術展 
●1月21日(水)～2月8日(日) 
　佐藤太清記念美術館（岡ノ一町） 
　※入賞作品17点のみを展示 

●2月14日(土)～17日(火) 
　横浜赤レンガ倉庫1号館（横浜市） 

●2月26日(木)～3月1日(日) 
　板橋区立美術館（東京都板橋区)　 

●3月5日(木)～9日(月) 
　日図デザイン博物館（京都市勧業館内・京都市） 

●3月25日(水)～29日(日)　　　　 
　名古屋市民ギャラリー矢田（名古屋市） 

さ とうたいせい 
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平
成　

年
度
の
取
り
組
み
の

１９

成
果

　

職
員
数
の
削
減
や
職
員
給
与
の

見
直
し
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

削
減
効
果
額
は
、
一
般
財
源
で
約

７
億
５
８
０
０
万
円
と
な
り
、
当 

初
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、

公
正
、
透
明
な
市
政
を
進
め
る
た

め
、
市
長
、
教
育
長
な
ど
の
交
際

費
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、
法
令

遵
守
の
推
進
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

平
成　

年
９
月
末
現
在
の

２０

取
組
状
況

　

平
成　

年
度
末
に
お
い
て
は
、

２０

職
員
数
の
削
減
や
、
公
共
工
事
の

コ
ス
ト
削
減
な
ど
に
よ
り
、
一
般

財
源
の
削
減
効
果
見
込
み
額
が
約 

　

億
１
０
０
０
万
円
と
、
お
お
む

１４ね
当
初
計
画
を
上
回
る
効
果
が
期

待
で
き
る
見
込
み
で
す
。
し
か
し
、

取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
も
の
も

あ
り
、
今
後
と
も
さ
ら
に
改
革
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　市では、「合併による行財政のスリム化」など５つの推進項目を柱に「第４次福知山市行政改革大
綱及び実施計画」を策定し、計画期間（平成１９～２３年度）の５年間で「４７．５億円の経費削減」「平成
２３年度に経常収支比率（７㌻をご参照ください）を８６．５㌫に回復」を目標に、行政サービスの向上
と行政コストの削減などを計画的、積極的に進めています。
　計画の推進にあたっては、「職員７０人以上の削減」など計画期間内での達成目標を設定した２２４
項目の取組項目を定めて取り組んでいます。
　平成１９年度の成果と平成２０年度の取組状況をお知らせします。　 ■企画推進課（℡２４－７０３０）

行政サービスの向上と行政コストの削減をめざして
「第４次福知山市行政改革」の取組状況

一般財源の削減効果額
おもな取組成果推進項目

実　績計　画

３億１５００万円３億２８００万円
・職員数の削減（一般職２７人削減）
・時間外勤務の縮減（１人月１８．５時間に）
など

合併による行財政のス
リム化

　 ３２００万円　   ３００万円・各種業務の民間委託の推進
・指定管理者制度の導入と検証　など

積極的な民間委託等の
推進

－－
・自主防災組織の育成と連携体制の確立
・市長、教育長などの交際費の公開
・パブリックコメント制度の創設　など

住民参加のまちづくり
の推進

－－
・行政コスト意識向上研修の実施
・公益通報制度を含めた「法令遵守の推
進等に関する条例」の制定　など

分権型社会の担い手に
ふさわしい職員の育成

４億１１００万円３億３９００万円
・給与制度の見直し（地域手当の削減、
寒冷地手当の全面廃止）

・各種補助金、使用料の見直し　など
財政基盤の強化

７億５８００万円６億７０００万円計

平成１９年度の取り組み

一般財源の削減効果額
おもな取組状況推進項目

実績見込中間実績計　画

   ５億９０００万円   ５億２４００万円   ４億６８００万円
・職員数の削減（一般職２４人削減）
・各種事務事業の検証・見直しによ
る経費削減　など

合併による行財
政のスリム化

　      ３５００万円　      ３６００万円　   △８００万円・指定管理者制度導入施設モニタリ
ングの実施及び点検・検証　など

積極的な民間委
託等の推進

－－－
・防犯推進モデル地区指定など、自
治会を中心とした市民との協働
を推進　など

住民参加のまち
づくりの推進

－－－

・法令遵守の推進等に関する条例
及び関連する規則の施行

・コンプライアンスハンドブッ
ク・行動指針の作成　など

分権型社会の担
い手にふさわし
い職員の育成

   ７億６９００万円   ４億８２００万円  ３億５６００万円
・長期継続契約の施行による経費
削減

・公共工事のコスト縮減　など
財政基盤の強化

　      １６００万円　      １６００万円　     １６００万円・地方債の繰上償還
・市長車・副市長車の売却　など

新たに追加した
項目

１４億１０００万円１０億５８００万円  ８億３２００万円計

平成２０年９月現在の取組状況

※一般財源
　市の収入には、市税など使いみちがあらかじめ決まっていないお金（一般財源）
と、国や府からの補助金など使いみちが決まっているお金（特定財源）がありま
す。子どもが親からもらうお金で例えると、１カ月のお小遣いというのは一般財源、
また、鉛筆を買うのですよと目的を指定して渡されたお金は特定財源といえます。
　計画では、どのような経費にも使用することができる一般財源の使用を節約し、
ゆとりをもたせることが重要という考えに立ち、一般財源の使用をどれだけ削減
できたかに着目して整理しています。
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行
政
改
革
推
進
懇
話
会
を
開
催
し

ま
し
た

　

平
成　

年　

月
１
日（
月
）に
、

２０

１２

「
行
政
改
革
推
進
懇
話
会
」
を
開

催
し
、
行
政
改
革
の
取
組
状
況
に

つ
い
て
、
市
長
と
市
民
の
み
な
さ

ん
（
第
４
次
行
政
改
革
策
定
時
の

行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員
）
に

よ
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

懇
話
会
で
は
、
職
員
数
の
削
減
、

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
、
財
源

確
保
な
ど
多
く
の
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
、
さ

ら
に
「
小
さ
な
役
所
で
高
い
サ
ー

ビ
ス
」
を
め
ざ
し
て
、
行
政
改
革

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

お
も
な
意
見

●
前
倒
し
で
計
画
目
標
を
達
成
で

き
た
も
の
は
見
直
し
、
よ
り
厳
し

い
形
で
取
り
組
む
よ
う
に
。

●
順
調
な
実
績
で
あ
っ
て
も
、
そ

れ
に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
、
改
革

の
ス
ピ
ー
ド
が
緩
ま
ぬ
よ
う
に
。

●
今
後
予
想
さ
れ
る
税
収
減
を
補

う
た
め
に
、
観
光
資
源
を
活
用
し

た
取
り
組
み
を
。

●
将
来
に
楽
し
み
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
、
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
よ
う
に
。

●
職
員
数
を
削
減
す
れ
ば
良
い
の

で
は
な
く
、
有
能
な
人
材
を
育
成

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

●
法
令
遵
守
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
随
時
見
直
し
、
取
り
組
む
よ

う
に
。

●
市
民
が
広
く
政
策
形
成
の
場
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
。

●
効
率
的
で
か
つ
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
目
的
と
し
た
民
間
委
託
の
推

進
を
。

※
行
政
改
革
実
施
計
画
と
平
成　
１９

年
度
取
組
成
果
、
平
成　

年
度

２０

取
組
状
況
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
各
支
所
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
な
ご
み
」 

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

　
観
音
寺
区
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
目
的
に
、
平
成
１７
年
に
設
立
し

ま
し
た
。
現
在
は
１７
人
の
メ
ン
バ
ー

が
毎
月
１
回
の
定
例
会
で
計
画
を

立
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で

は
、
健
康
の
話
を
聞
い
た
り
南
京

玉
す
だ
れ
を
鑑
賞
し
た
り
と
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。
毎
年
９
月
に

は
、
刺
し
ゅ
う
の
名
前
入
り
の
タ

オ
ル
や
手
作
り
の
か
ご
な
ど
を
持
っ

て
、地
区
か
ら
近
隣
の
老
人
ホ
ー
ム

に
入
所
し
て
い
る
人
や
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
や
新
入
学
児
童
と
は
、
年

１
回
料
理
を
一
緒
に
つ
く
る
な
ど

交
流
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
か
ら
、
乳
幼
児
と
お
母

さ
ん
の
集
い
や
男
性
料
理
教
室
も

始
め
ま
し
た
。
「
会
員
が
和
や
か

に
仲
良
く
し
な
が
ら
続
け
よ
う
」

と
い
う
思
い
で
、
こ
れ
か
ら
も
幅

広
い
年
齢
の
み
な
さ
ん
と
交
流
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

武道館の解体および移転に伴うお知らせ
武道館の施設の利用
現武道館の利用／１月２３日（金）まで
新武道館の利用／４月１日（水）から
※１月２４日（土）～３月３１日（火）は、ご不便をおかけ
しますが、市民体育館・三段池公園総合体育館
などをご利用いただきますようお願いします。
※新武道館の使用については、生涯学習課社会
体育係までお問い合わせください。（平日の
午前８時３０分～午後５時１５分）
・１月３０日（金）まで／℡　２３‐６８６１
・２月２日（月）から／℡　２４‐７０６９

現武道館解体工事に伴う来庁者駐車場の利用に
ついて
　２月１日（日）から武道館の解体工事などを行う
ため、武道館前駐車場が使用できなくなります。
市役所、図書館へ車でお越しいただく場合は、
市民会館西パーキングをご利用ください。お越
しいただいた各担当窓口で、無料駐車券をお渡
しします。
駐車場が使用できない期間
　２月１日（日）～３月３１日（火）
■総務課（℡　２４‐７０３６）

生涯学習課社会体育係の事務所移転
　現在、武道館内にある社会体育係の事務
所を２月２日（月）から、移転します。
移転先／公設地方卸売市場管理棟内

（厚中問屋町）
■生涯学習課社会体育係（℡　　２４‐７０６９）

公園 

ＪＲ福知山駅 

コンビニエンスストア 
新音無瀬橋 

つり具店 

管理棟 
福知山公設 
　地方卸売市場 

移転先 

市
場
棟 

ＫＴＲ厚中問屋駅 

コンビニエンスストア 

ＫＴＲ厚中問屋駅 

新音無瀬橋 

福知山公設 
　地方卸売市場 

工事期間中はご迷惑をおかけしますが
ご理解とご協力をお願いします
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市
・
府
民
税
の
申
告

提
出
先
／
市
役
所
税
務
課
（
℡　
２４

‐
７
０
２
４
）
・
各
支
所

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

①
平
成　

年
１
月
１
日
に
市
内
に

２１

住
所
が
あ
り
、
昨
年
１
年
間
に
所

得
が
あ
っ
た
場
合

②
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所

得
が
あ
っ
た
場
合

③
公
的
年
金
な
ど
の
支
払
い
を
受

け
て
お
り
、
公
的
年
金
の
源
泉
徴

収
票
に
記
載
の
な
い
諸
控
除
を
受

け
る
場
合

④
平
成　

年
分
ま
で
は
確
定
申
告

１９

書
を
提
出
し
て
い
た
が
、
平
成　
２０

年
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
が

な
く
な
っ
た
場
合

※
平
成　

年
度
の
市
・
府
民
税
の

２０

　

申
告
を
し
た
人
に
は
、
平
成　
２１

　

年
度
の
申
告
書
を
１
月
下
旬
に

　

送
付
し
ま
す
。
新
た
に
市
・
府

　

民
税
の
申
告
を
す
る
人
は
、
市

　

税
務
課
・
各
支
所
に
申
告
書
を

　

備
え
て
い
ま
す
の
で
お
申
し
出

　

く
だ
さ
い
。

平
成　

年
度
分
か
ら
適
用
さ
れ
る

２１

個
人
住
民
税
（
市
・
府
民
税
）
の

お
も
な
改
正
点

公
的
年
金
か
ら
の
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
制
度
の
創
設

　

現
在
、
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ

る
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
お

支
払
い
い
た
だ
い
て
い
る
個
人
住

民
税
が
平
成　

年　

月
以
降
に
支

２１

１０

払
わ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
か

ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

対
象
／
平
成　

年
４
月
１
日
現
在

２１

　

歳
以
上
で
、
老
齢
基
礎
年
金
な

６５ど
の
支
給
額
（
年
額
）
が　

万
円

１８

以
上
の
人

対
象
税
額
と
徴
収
方
法

　

左
図
の
よ
う
に
、
平
成　

年
度

２１

に
つ
い
て
は
、
公
的
年
金
な
ど
に

か
か
る
市
・
府
民
税
に
つ
い
て
、年

度
の
前
半（
４
月
〜
９
月
）分
を
普

通
徴
收（
６
月
、８
月
の
２
回
に
分

け
て
納
付
）、年
度
の
後
半（　

月
１０

〜
翌
３
月
）分
を
特
別
徴
収（
年
金

支
給
月
の　

月
、　

月
、翌
２
月
の 

１０

１２

３
回
に
分
け
て
徴
収
）し
ま
す
。

寄
附
金
控
除
の
拡
充
（
平
成　

年
２０

中
に
支
払
っ
た
寄
附
金
か
ら
適

用
）

　

控
除
対
象
と
な
る
寄
附
金
額
が

次
の
と
お
り
、
拡
充
さ
れ
ま
す
。

※
現
行
の
所
得
控
除
方
式
か
ら
、

　

税
額
控
除
方
式
に
変
更
と
な
り

　

ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附

金
に
つ
い
て
は
、
適
用
下
限
額

（
５
０
０
０
円
）
を
超
え
る
部
分

を
、
一
定
の
限
度
ま
で
所
得
税
と

あ
わ
せ
て
全
額
控
除
し
ま
す
。

税
額
控
除
の
計
算
方
法

①（
寄
附
金
額－

５
０
０
０
円
）×

　

㌫
１０②（

寄
附
金
額－

５
０
０
０
円
）×

（　

㌫－

所
得
税
の
限
界
税
率
）※

９０※
所
得
税
の
限
界
税
率
と
は
、
寄

　

附
を
し
た
人
に
か
か
る
所
得
税

　

の
税
率
の
う
ち
最
も
高
い
率

控
除
さ
れ
る
税
額

▼
地
方
公
共
団
体
へ
の
寄
附
金

…
①
と
②
の
合
計
額
（
②
の
額
は
、

個
人
住
民
税
所
得
割
の
１
割
が
上

限
と
な
り
ま
す
。
）

▼
府
内
の
共
同
募
金
会
と
日
本
赤

十
字
社
京
都
支
部
へ
の
寄
附
金
…

①
の
金
額

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

（
い
わ
ゆ
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）

制
度
の
調
整
措
置
（
個
人
住
民
税

か
ら
の
控
除
）

　

昨
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

個
人
住
民
税
か
ら
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

毎
年
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
者
／
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
適
用

者
本
人

申
告
書
提
出
期
限

　

３
月　

日
（
月
）

１６

提
出
書
類
と
提
出
先

　

給
与
所
得
の
み
の
人
は
所
定
の

申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、
押

印
し
平
成　

年
分
源
泉
徴
収
票
と

２０

一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
お
住

２１

ま
い
の
市（
区
）町
村
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、
確
定

　

申
告
書
と
一
緒
に
所
定
の
申
告

　

書
を
税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　平成２０年分の所得税の確定申告と、平成２１年度分（平成２０年１月～１２月）の市・府民税の申告を
２月１６日（月）から３月１６日（月）まで受け付けます。

申告はお早めに
―所得税・個人住民税（市・府民税）―

６，０００円６月普通徴収
２４，０００円÷２
＝１２，０００円 ６，０００円８月

４，０００円１０月１０月からの
年金から
特別徴収
２４，０００円÷２
＝１２，０００円

４，０００円１２月

４，０００円翌年２月

年税額が２４，０００円の場合

改正前改正後

上　

限　

額

総
所
得
金
額
な
ど

の　

㌫
２５

総
所
得
金
額
な
ど

の　

㌫
３０

適
用
下
限
額

　

万
円
を
超
え
る

１０寄
附
金
が
対
象

５
０
０
０
円
を
超

え
る
寄
附
金
が
対
象
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確
定
申
告

提
出
先
／
福
知
山
税
務
署　

（
℡　

‐
３
１
２
１
）

２２

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど

が
あ
る
人
で
、「
平
成　

年
中
の
所

２０

得
の
合
計
額
」
か
ら
「
基
礎
控
除

そ
の
他
の
所
得
控
除
の
合
計
額
」

を
差
し
引
き
、
そ
の
額
を
基
と
し

て
「
算
出
し
た
税
額
」
が
「
配
当

控
除
額
」
を
超
え
る
場
合

②
給
与
所
得
が
あ
る
人
で
、
次
に

該
当
す
る
場
合

▼
給
与
の
収
入
金
額
が
２
０
０
０

万
円
を
超
え
る
場
合

▼
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

「
各
種
の
所
得
の
合
計
額
」
が　
２０

万
円
を
超
え
る
場
合

確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

る
給
与
所
得
者
な
ど
で
、
次
に
該

当
す
る
場
合
、
確
定
申
告
を
す
れ

ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後

就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整

を
受
け
な
か
っ
た
場
合

②
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
寄

付
金
控
除
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
、

政
党
等
寄
付
金
特
別
控
除
、
住
宅

耐
震
改
修
特
別
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
人

へ「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.e

‐tax.nta.go.jp

　

自
宅
や
事
業
所
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
申
告
や
納
税
が
で
き
る

便
利
な
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
子
申
告
の
特
典
・
メ
リ
ッ
ト

・
最
高
５
０
０
０
円
の
税
額
控
除

・
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

・
添
付
書
類
の
提
出
が
不
要

※
事
前
に
利
用
開
始
の
た
め
の
手

　

続
き
な
ど
が
必
要
で
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp

　

確
定
申
告
に
関
す
る
情
報
な
ど

を
提
供
し
、
確
定
申
告
書
が
作
成

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
書
、
各
種
計
算
書
、

明
細
書
、
説
明
書
な
ど
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

贈
与
税
申
告
書
の
事
前
送
付
廃
止

　

平
成　

年
分
以
後
は
、
贈
与
税

２０

の
申
告
書
用
紙
が
事
前
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

贈
与
税
の
申
告
書
な
ど
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
で
き

ま
す
。

説明会や相談を受け付けます
市・府民税の申告相談、申告書受付
市税務課（℡  ２４-７０２４）
とき／２月１６日（月）～３月１６日（月）
　※土・日は除く。
三和支所（℡  ５８-３００２）
とき／２月１６日（月）・１７日（火）・２７日（金）・
　　　３月２日（月）・１３日（金）
夜久野支所（℡  ３７-１１０６）
とき／２月２３日（月）・２４日（火）・
　　　３月３日（火）・１１日（水）・１２日（木）
大江支所（℡  ５６-１１０３）
とき／２月１８日（水）・１９日（木）・２６日（木）・
　　　３月９日（月）・３月１０日（火）
※受付時間は、いずれも午前９時３０分～午後４時。
※青色申告・住宅ローン控除の確定申告・譲渡所得
の申告は税務署に提出してください。

確定申告説明会
　所得税、消費税と地方消費税の確定申告のポイン
トなどについて説明します。
とき／１月２６日（月）
①午前１０時～１１時３０分
　給与、年金収入などのある人が対象
②午後１時３０分～４時
　事業・不動産所得のある人、消費税の申告が必要
な人が対象
ところ／厚生会館（西中ノ町）
■福知山税務署（℡  ２２-３１２１）
税理士による申告の無料相談
①とき／２月１７日（火）～１９日（木）
　　　　３月５日（木）・６日（金）
　ところ／福知山商工会議所（東中ノ町）
②とき／３月２日（月）～５日（木）　
　ところ／福知山納税協会（内記二丁目）
※時間はいずれも午前９時３０分～正午、午後１時～
４時。受け付けは午後３時３０分まで。
※新たに消費税の課税事業者になった人もご利用
ください。
※土地、建物などの譲渡所得については、福知山税
務署にご相談ください。
■福知山商工会議所（℡  ２２-２１０８）
■福知山納税協会（℡  ２２-２３６９）
年金所得者と給与所得者還付申告のための申告相談
とき／２月２日（月）～６日（金）
時間／午前９時３０分～正午、午後１時～４時
※受け付けは午後３時３０分まで。
ところ／厚生会館（西中ノ町）
■福知山税務署（℡  ２２-３１２１）
■市税務課市民税係（℡  ２４-７０２４）
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まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）

　三和中学校の２年生３７人が、菟原下一の
炭焼きグループ「 木 の 葉 会」の指導により、

き は

炭焼きを体験しました。地域の伝統文化の
体験学習として平成１１年から実施。生徒た
ちは、丸太にくさびを入れて割り木にした
り、炭窯から炭を運び出したり、窯への火
入れをしたりと熱心に取り組みました。
　炭窯から炭を取り出す作業を体験した
 　  見  勇  摩 くんと 上  田  　  暉 くんは、「灰がの
よし み ゆう ま うえ だ ゆう き

どや鼻に詰まって大変だったけど、伝統的
なことが体験できておもしろかった」と話
してくれました。

三
和
中
学
校

炭
焼
き
体
験

12
3

　大切な伝統文化である丹波漆を振興す
るため、夜久野ふれあいプラザで「第３回
丹波漆シンポジウム」を開催しました。
　基調講演では、京都国立博物館名誉館
員の 伊  東  史  朗 さんが日本の木の彫像の種

い とう し ろう

類や技法、工程などについてくわしく説
明されました。その後、京都市内から出土
した漆絵椀などの遺物を示しながら、そ
の特徴などを紹介。参加者は、伊東さんの
説明に熱心に耳を傾けていました。

丹波 漆 シンポジウム
うるし12

6

炭にしみ込む汗光る

　くらしにかんするさまざまな情報を提
供し、市民の交流を深めるため、厚生会
館で「くらし・健康・はばたきフェスタ
２００８」を開催しました。健康や食、手作
り体験、環境など、テーマごとに設けた
コーナーでは、パネルの展示を興味深く
見ている人や、体験に参加する人の姿が
ありました。またステージ発表やスタン
プラリーなども行い、子どもから大人ま
で多くのみなさんが楽しみました。

知る・考える・選ぶ・行動する

伝統文化を伝えていこう

くらし・健康・
はばたきフェスタ２００８

11
30
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特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
、
収
入

が
一
定
の
基
準
の
範
囲
内
に
あ
り
、

住
宅
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に

市
が
供
給
す
る
賃
貸
住
宅
で
す
。

募
集
期
間

　

２
月
２
日（
月
）〜　

日（
金
） 

１３

申
込
資
格

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

▼
世
帯
の
月
額
所
得
が　

万
円
を

２０

超
え　

万
１
０
０
０
円
以
下
の
世

６０

帯※
主
た
る
生
計
維
持
者
が　

歳
未

４０

　

満
の
場
合
、　

万
８
０
０
０
円

１７

　

を
超
え　

万
１
０
０
０
円
以
下
。

６０

※
収
入
か
ら
控
除
で
き
る
額
や
内

　

容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
入
居
期
日
に
同
居
で
き
る
親

族
・
婚
約
者
が
い
る

▼
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

▼
入
居
申
込
書
（
建
築
課
・
各
支

所
に
あ
り
ま
す
）

▼
収
入
証
明
書
（
課
税
証
明
書
な

ど
。
無
職
・
無
収
入
の
人
は
、
そ

の
こ
と
を
証
明
で
き
る
書
類
）

※
学
生
を
除
く
全
員
分
が
必
要
。

▼
市
税
納
税
証
明
書

▼
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
ま

た
は
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書

■
建
築
課
住
宅
管
理
係

（
℡　

‐
７
０
５
３
）

２４

　

再
生
可
能
な
資
源
ご
み
（
家
具

類
・
自
転
車
）
を
修
理
し
、
展
示
、

販
売
し
ま
す
。

販
売
す
る
展
示
品
・
価
格

▼
家
具
類
８
点

　

３
０
０
〜
１
２
０
０
円

▼
自
転
車
５
台
（
大
人
用
）

　

１
５
０
０
〜
３
０
０
０
円

※
防
犯
登
録
料
を
含
む
。

展
示
場
所

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
牧
）

申
込
資
格

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴

　

必
要
。

申
込
受
付

　

２
月
１
日（
日
）〜　

日（
金
）

２７

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

※
正
午
〜
午
後
１
時
、
土
曜
日
、

　

第
２
・
４
日
曜
日
は
除
く
。

購
入
者
の
決
定

　

３
月
１
日（
日
）午
前　

時
１０

※
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選
。

■
環
境
企
画
課
環
境
保
全
係

（
℡　

‐
１
８
２
７
）

２２

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

　感染性胃腸炎の原因となる病原体は、細菌、
ウイルス、寄生虫など多種多様です。この中
で冬季に発生する感染性胃腸炎のほとんどが
ウイルスによるものであり、さらにその大半
がノロウイルス感染によるものです。
　ノロウイルスによる胃腸炎は年間を通して
発生していますが、特に感染性胃腸炎が乳幼
児の間に広まる冬季に全国的に多発する傾向
があります。感染後１～２日で、吐き気、嘔吐、
腹痛、下痢といった症状があらわれます。集
団感染をおこしやすいのもこのウイルスの特
徴です。特効薬はなく、脱水対策が治療の中
心となります。大半は数日で治り、病後の経
過は良好です。
　ノロウイルスによる感染性胃腸炎を防ぐた

めには、カキなどの魚貝類は特に十分加熱し
て食べることが重要です。ウイルスは二枚貝
では中腸という器官に濃縮されているので、
調理場の衛生管理や食品の保存管理だけでは
防ぎきれません。無症状の調理者からの感染
が原因の場合もあるため、調理者の手洗いも
重要です。

　感染経路は汚染された水、食品を介する感
染のほかに感染者の糞便や吐物の飛沫からの
感染もあります。感染性胃腸炎にかかったと
きは、汚物（糞便・吐物）の処理に十分注意
してください。症状が回復しても手洗いを
しっかり行い、感染が広がらないように予防
しましょう。
■福知山医師会（℡　２３‐６０３９）けんこう 知識 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

修
理
再
生
品
の
販
売

敷金負担額
（月額）間取戸数団地名

２７６，０００円４４，０００～
６４，０００円3LDK２戸芦渕大平 A

３００，０００円４８，０００～
６９，０００円3LDK1戸芦渕大平 B

２８２，０００円４０，０００～
６５，０００円3LDK1戸菟 原 住 宅

２８２，０００円４０，０００～
６５，０００円3LDK1戸上 川 合

２１９，０００円５５，０００～
６５，０００円3LDK1戸二 俣 住 宅

※負担額は、入居する人の所得に応じて異なります。
※共益金・駐車場代は別途必要です。
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と
き
／
３
月　

日（
祝
）

２０

大
江
山
女
子
駅
伝

ス
タ
ー
ト
／
正
午

コ
ー
ス
／
大
江
町
総
合
会
館
前

（
中
央
）ス
タ
ー
ト　

６
区
間　
　
１７

･
８
㌔
㍍

出
場
資
格
／
高
校
生
を
除
く　

歳
１８

以
上
の
女
性
６
人
以
上
の
チ
ー
ム

※
チ
ー
ム
編
成
が
で
き
な
い
場
合
、

高
校
生
を
含
む　

歳
以
上
の
女

１６

性
２
人
ま
で
可
。
こ
の
場
合
、

総
合
成
績
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

参
加
料
／
１
チ
ー
ム
８
０
０
０
円

※
申
込
時
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
／
２
月　

日（
火
）

１７

鬼
っ
子
マ
ラ
ソ
ン

ス
タ
ー
ト
／
午
後
０
時　

分
１０

種
目

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部（
２
㌔
㍍
）

　

定
員
／　

組（
先
着
順
）

５０

　

参
加
料
／
１
組
１
０
０
０
円

②
小
学
生
の
部（
男
女
）（
３
㌔
㍍
）

　

定
員
／
１
０
０
人

　

参
加
料
／
１
人
５
０
０
円

※
当
日
納
め
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
／
３
月
６
日（
金
）

申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
用
紙
を

大
江
山
女
子
駅
伝
事
務
局
（
〒
６

２
０
‐
０
３
９
８　

大
江
町
河
守

２
８
５
番
地　

大
江
支
所
内　

℡

　

‐
１
１
０
２
）
ま
で
送
付
。

５６※
申
込
用
紙
は
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
、

各
支
所
な
ど
に
あ
り
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

使
用
期
間
／
５
年

　
　
　
　
　
　

※
更
新
可
能
。

　
　
　
　
　
　

申
込
資
格

　

次
の
す
べ
て
を

満
た
す
世
帯

▼
市
税
な
ど
の
滞

納
が
な
い

▼
入
居
の
申
し
込

み
を
し
た
日
に
お

い
て
、
世
帯
の
主

た
る
生
計
者
が　

歳
未
満
で
あ
る

４５

▼
地
域
の
活
動
な
ど
に
協
力
す
る

▼
自
ら
居
住
す
る
住
宅
を
必
要
と

し
て
い
る

入
居
の
決
定
／
２
月
下
旬

入
居
可
能
日
／
３
月　

日（
月
）

１６

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

▼
福
知
山
市
大
江
町
定
住
促
進
住

宅
入
居
申
込
書
（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
）

▼
入
居
を
希
望
す
る
人
全
員
の
住

民
票
ま
た
は
登
録
原
票
記
載
事
項

証
明
書

▼
収
入
の
あ
る
人
全
員
の
課
税
証

明
書
と
納
税
証
明
書

申
込
方
法
／
１
月　

日（
月
）〜
２

２６

月
４
日（
水
）に
、
大
江
支
所
地
域

振
興
係（
℡　

‐
１
１
０
２
）ま
で
。

５６

開
催
時
間

　

各
教
室
と
も
午
後
１
時
〜
３
時

 

と
こ
ろ

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
牧
）

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

※
中
学
生
以
下
は
、
保
護
者
の
同

意
が
必
要
で
す
。

※
同
一
教
室
で
の
申
し
込
み
は
、

１
世
帯
１
人
と
し
ま
す
。

指
導
／
グ
ル
ー
プ
「
エ
コ 
美
遊 
」

ビ
ュ
ー

申
込
方
法
／
各
教
室
の
前
日
ま
で

に
、
環
境
企
画
課
環
境
保
全
係

（
℡　

‐
１
８
２
７
）
ま
で
。

２２

※
先
着
順
。

※
団
体
で
の
体
験
教
室
も
受
け
付

　

け
ま
す
。
（
月
２
組
以
内
）

※
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、
早

　

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　　 
Ｑ  　

年
前
、
行
政
書
士
の
資
格

１０

教
材
の
契
約
を
し
、
代
金
は
払
い

ま
し
た
が
、
資
格
試
験
を
受
け
て

い
ま
せ
ん
。
先
日
、
「
資
格
が
と

れ
て
い
な
い
の
で
契
約
が
終
わ
っ

て
い
な
い
。
契
約
を
続
け
な
い
の

な
ら
解
約
手
数
料　

万
円
が
必

５０

要
」
と
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
。

 
Ａ 　

年
前
の
契
約
は
、
支
払
い

１０

が
終
わ
っ
た
時
点
で
完
了
し
て
い

る
の
で
、
終
了
手
続
き
や
手
数
料

支
払
い
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
勧
誘
を
断
る
た
め
、
「
支

払
う
意
思
は
な
く
、
今
後
勧
誘
し

な
い
で
ほ
し
い
」
旨
を
記
載
し
た

は
が
き
を
コ
ピ
ー
し
、
配
達
記
録

郵
便
で
出
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◇
消
費
生
活
無
料
相
談
◇

　

く
ら
し
の
中
の
困
り
ご
と
が
あ

れ
ば
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
／
毎
月
第
１
・
３
水
曜

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

　
　
　

毎
月
第
２
・
４
水
曜

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

※
い
ず
れ
も
祝
日
を
除
く
。

と
こ
ろ
／
市
民
相
談
室

（
市
役
所
１
階
）

■
生
活
交
通
課（℡　

‐
７
０
２
０
）

２４

第　

回
大
江
山
女
子
駅
伝

２０
鬼
っ
子
マ
ラ
ソ
ン（
サ
ブ
イ
ベ
ン
ト
）

鬼
の
里
定
住
促
進
住
宅

入
居
者
（
美
鈴
新
）

　納期限日です。■保険課国保料係（℡２４‐７０１９）■高齢者福祉課介護保険係（℡２４‐７０１３）■高齢者福祉課高齢者医療係（℡２４‐７０１８）

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
体
験
教
室

２
月
の
体
験
教
室

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

声 声 

受講料募集
人員教　室　名開催日

１００円６人
（中学生以上）

ガラス教室　トンボ玉
（ガラス玉）のストラッ
プを作ろう １日（日）

１００円６人布教室　布帽子を作ろう
※ミシンを使用します。

無料４人裂き織り教室　裂き織り
で眼鏡ケースを作ろう ５日（木）

無料６人ＰＰバンド教室　ＰＰ
バンドでかごを作ろう１２日（木）

無料１０人布教室　布ぞうりを作
ろう（大人用）

１５日（日）
１００円６人

ガラス教室　板ガラス
と夏糸でストラップを
作ろう
※引き取りは翌日以降。

無料６人布教室　古布で座布団
びなを作ろう１９日（木）

無料１０人布教室　布ぞうりを作
ろう（大人用）２７日（金）

２月のリサイクルプラザ体験教室

中
央
館（
℡　

‐
３
２
２
５
）／
２
月　

日（
火
）〜　

日（
日
）　

三
和
分
館（
℡　

‐
４
７
１
５
）・
夜
久
野
分
館（
℡　

‐
１
０
６
６
）／
２
月　

日（
木
）・　

日（
金
）

２２

１７

２２

５８

３７

１２

１３

※
大
江
分
館
は
、通
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。中
央
館
と
夜
久
野
分
館
で
は
、休
館
中
も
返
却
ボ
ッ
ク
ス
で
返
却
で
き
ま
す
。

図
書
館

臨
時
休
館

敷　金家賃
（月額）

募集
戸数

１３５，０００円４５，０００円１戸２ＬＤＫ
ガレージ付

１１７，０００円３９，０００円１戸２ＬＤＫ
屋外駐車場付
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市
自
然
科
学
協
力
員
会
の
指
導

で
、
三
段
池
公
園
の
春
を
告
げ
る

草
木
の
花
々
を
観
察
し
ま
す
。

と
き
／
２
月　

日（
土
）

１４

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

集
合
場
所
／
都
市
緑
化
植
物
園

　
　
　
　
　
　
（
三
段
池
公
園
内
）

参
加
料
／
無
料

申
込
方
法
／
２
月　

日（
祝
）ま
で

１１

に
、
電
話
で
都
市
緑
化
植
物
園

（
℡　

‐
６
６
１
７
）
ま
で
。

２２
抽
選
日
／
２
月
９
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

３５

　
　
　
　
　
　
　
（
内
記
三
丁
目
）

参
加
資
格
／
契
約
能
力
を
有
す
る

人
・
法
人
で
１
世
帯
ま
た
は
１
法

人
あ
た
り
１
区
画
限
り

※
保
留
地
は
現
状
有
姿
で
引
き
渡

し
ま
す
。
申
込
前
に
用
途
制
限

な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
／
抽
選
参
加
申
込
書
、

住
民
票
（
個
人
の
場
合
）、
登
記
事

項
証
明
書
（
法
人
の
場
合
）

※
申
込
書
は
、用
地
販
売
促
進
室
・

各
支
所
に
あ
り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

申
込
方
法
／
１
月　

日（
金
）〜　

１６

３０

日（
金
）に
、
送
付
ま
た
は
直
接
用

地
販
売
促
進
室
（
〒
６
２
０
‐
８

５
０
１　

字
内
記　

番
地
の
１
℡

１３

　

‐
７
０
６
８
）
ま
で
。

２４
　

京
都
府
で
は
、
住
民
が
主
体
と

な
っ
た
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

団
体
へ
の
助
言
な
ど
を
行
う
「
京

都
府
地
域
力
再
生
活
動
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
を
無
料
で
派
遣
し
ま
す
。

助
言
す
る
内
容
／
会
議
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
運
営
支
援
、
他

団
体
や
行
政
と
の
協
働
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
、
先
進
地
な
ど
の
地
域
づ

く
り
事
例
、
地
域
や
人
的
資
源
の

活
用
、
広
報
、
資
金
づ
く
り
や
資

金
管
理
、
組
織
づ
く
り
・
組
織
運

営
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
担

い
手
な
ど
の
人
材
育
成
な
ど

■
京
都
府
自
治
振
興
課
（
℡
０
７

５
‐
４
１
４
‐
４
４
５
２
）

■
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
振

興
係
（
℡　

‐
７
０
３
３
）

２４

　

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介

護
認
定
に
お
い
て
、
要
介
護
４
ま

た
は
５
と
判
定
さ
れ
、
そ
の
状
態

が
２
月
１
日
現
在
で
６
カ
月
以
上

継
続
し
て
い
る　

歳
以
上
の
人
を

６５

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
に
、
介

護
者
激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

※
一
定
の
所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
。

支
給
金
額
／
５
万
円（
年
度
１
回
）

申
請
方
法
／
２
月
２
日（
月
）〜　
１６

日（
月
）に
、
所
定
の
申
請
用
紙
を

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
℡

　

‐
７
０
７
３
）
ま
た
は
各
支
所

２４窓
口
相
談
係
ま
で
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
、国
民
健

２１

康
保
険
料
、長
寿
医
療
制
度
保
険

料
が
年
金
か
ら
の
引
き
去
り（
特

別
徴
収
）を
中
止
し
、口
座
振
替
を

選
択
で
き
ま
す
。こ
の
場
合
、国
民

健
康
保
険
料
は
６
月
か
ら
、長
寿

医
療
制
度
保
険
料
は
７
月
か
ら
口

座
振
替
と
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
は
、過
去
２
年

　

間
に
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

　

る
場
合
、口
座
振
替
が
で
き
ま

　

せ
ん
。

手
続
方
法
／
金
融
機
関
で
口
座
振

替
の
手
続
き
を
し
た
あ
と
で
、保

険
課
・
高
齢
者
福
祉
課
ま
た
は
各

支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

口
座
振
替
納
入
届
出
書
の
控
え
、

印
鑑
、被
保
険
者
証

手
続
期
限
／
１
月　

日（
金
）

３０

※
期
限
後
に
申
請
し
た
場
合
は
、

　

年
金
か
ら
の
引
き
去
り
を
中
止

　

す
る
時
期
が
遅
れ
ま
す
。

■
保
険
課
国
保
料
係

（
℡　

‐
７
０
１
９
）

２４

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
）

２４

６
・
７
・
８
・　
・　

日　

１３
１４

　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

　

０
０
８　

ｉ
ｎ　

ふ
く
ち
や
ま

３
〜　

日　
　

月
定
例
市
議
会

２４

１２

　

日　

年
末
の
交
通
事
故
防
止
市

１８
　
　
　

民
大
会

　

日　

市
立
幼
稚
園
、小
・
中
学
校

２４
　
　
　

第
２
学
期
終
業
式

地
域
力
再
生
活
動

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業

都
市
緑
化
植
物
園

２
月
の
植
物
観
察
会

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

福
知
山
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理

事
業
保
留
地
公
開
抽
選
で
売
却

■図書館中央館
℡２２‐３２２５

※えほんのへやは２月４日（水）
午前１０時～申込受付。

幼 児１０：３０～ ５日（木）たのしいおはなし会

１～３歳未満１０：１５～
１２日（木）

えほ んのへ や
（各回先着２０組） １ 歳 未 満１１：１５～

幼児～小学生１４：００～２８日（土）小学生おはなし会

■夜久野分館
 ℡３７‐１０６６幼児～小学生１０：３０～１５日（日）お は な し 会

■大江分館  ℡５６‐１０１７幼児～小学生１０：３０～２１日（土）お は な し 会
■三和分館  ℡５８‐４７１５幼児～小学生１０：３０～２８日（土）お は な し 会

２月の図書館おはなし会　申し込み／不要

介
護
者
激
励
金

国
民
健
康
保
険
料
・
長
寿
医
療
制
度

保
険
料
の
支
払
方
法
を
変
更
で
き
ま
す

　

月
の
で
き
ご
と

１２

金額
（円）

面積
(平方㍍）地番

２６，２０８，３１２１７３．６８６街区４番

２３，５３２，８５５１５５．９５６街区８番

１９，２６０，３５０１３２．８３８街区８番

２
月
７
日（
土
）／
市
民
会
館（
内
記
三
丁
目
）・
大
江
町
総
合
会
館（
中
央
）･
夜
久
野
町
教
育
集
会
所（
向
）　

２
月　

日（
土
）／
三
和
会
館（
千
束
）

１４

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時
。申
込
不
要
。■
京
都
司
法
書
士
会
中
丹
支
部（
℡　

‐
０
８
７
０
）・
京
都
土
地
家
屋
調
査
士
会
中
丹
支
部（
℡　

‐
４
１
５
９
）

２５

２７

司
法
書
士
･
土
地
家
屋
調
査
士

無
料
法
律
･
登
記
相
談　
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社
会
保
険
庁
か
ら
順
次
送
付
さ

れ
て
い
た
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

が
昨
年　

月
末
で
完
了
し
ま
し
た
。

１０

　

ま
だ
回
答
し
て
い
な
い
人
は
、

年
金
記
録
に
も
れ
や
誤
り
が
な
い

か
確
認
し
必
ず
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

　

住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
こ
と

に
よ
り
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が

届
い
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
住
所
・
氏
名
変
更

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
・
受
付
時
間

ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
℡
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５
）

▼
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

▼
第
２
土
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

舞
鶴
社
会
保
険
事
務
所

（
℡
０
７
７
３
‐　
‐
１
１
６
５
）

７８

▼
平
日
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

７
時

▼
第
２
土
曜
日
の
午
前
９
時　

分
３０

〜
午
後
４
時

市
民
課
国
民
年
金
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
５
７
）

２４

　

平
日
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時　

分
１５

　

平
成　

年
度
に
、
市
が
買
い
入

２１

れ
る
物
品
な
ど
（
役
務
の
提
供
を

除
く
）
の
納
品
を
希
望
す
る
人
は

登
録
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成　

年
２
月
に
登
録
申
請
を

２０

済
ま
せ
た
場
合
は
申
請
不
要
。

参
加
資
格
／
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
人
・
業
者

▼
物
品
の
製
造
・
販
売
に
つ
い
て
、

法
令
で
資
格
を
必
要
と
す
る
場
合
、

そ
の
資
格
を
備
え
て
い
る

▼
会
社
、
商
店
な
ど
を
設
立
後
、

現
在
も
引
き
続
き
１
年
以
上
営
業

を
し
て
い
る

▼
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
ま

た
は
破
産
者
で
な
い

▼
市
税
・
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

申
請
方
法
／
２
月
２
日（
月
）〜　
２７

日（
金
）に
、
所
定
の
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
付
し
、
送
付
ま
た
は

直
接
会
計
室
（
〒
６
２
０
‐
８
５

０
１　

字
内
記　

番
地
の
１　

℡

１３

　

‐
７
０
１
０
）
ま
で
。

２４※
申
請
書
は
、
会
計
室
・
各
支
所

　

に
あ
り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

市
内
に
工
業
生
産
工
場
が
あ
り
、

工
業
用
生
産
機
械
を
更
新
ま
た
は

新
た
に
取
得
し
た
事
業
所
に
、
申

請
に
よ
り
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
長
田
野
工
場
団
地
・
長
田
野
工

　

業
団
地
ア
ネ
ッ
ク
ス
京
都
三
和

　

の
立
地
企
業
を
除
く
。

対
象
と
な
る
機
械
／
次
の
す
べ
て

の
項
目
に
該
当
す
る
機
械

▼
平
成　

年
１
月
１
日
〜　

月　

１９

１２

３１

日
に
購
入
し
、
耐
用
年
数
が
７
年

以
上

▼
固
定
資
産
（
償
却
資
産
）
課
税

台
帳
に
登
録
済
み
で
、
一
物
件
の

課
税
標
準
額
が　

万
円
以
上

２５

▼
固
定
資
産
（
償
却
資
産
）
税
の

平
成　

年
度
課
税
分
の
納
付
が
完

２０

了
し
て
い
る

▼
租
税
特
別
措
置
法
ま
た
は
地
方

税
法
の
規
定
に
よ
る
減
価
償
却
の

特
別
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い

奨
励
金
の
額
／
課
税
標
準
額
の

１
・
５
㌫
以
内

※
１
機
械
に
つ
き
１
回
の
み
。

申
請
期
限
／
２
月　

日（
金
）

２７

■
商
工
振
興
課
産
業
振
興
係

（
℡　

‐
７
０
７
５
）

２４

工
業
生
産
機
械

導
入
奨
励
金

物
品
な
ど
の

納
入
業
者
登
録

ね
ん
き
ん
特
別
便
に

回
答
し
て
く
だ
さ
い

人権シリーズ

（まち）　　■生活交通課交通対策係（℡２４‐７０２０）

思いやりの気持ちを持って
　駅や病院、スーパーなどの駐車場で、「車い

すマーク」を見かけませんか？

　この車いすマークのスペースは、出入り口に

近いというだけでなく、ドアを最大限に開けな

いと車の乗り降りや車いすの出し入れができな

い人のために設けられているもので、一般のス

ペースと比べて幅、奥行きともに約1㍍ 広く

なっています。

　ところが、この意味を理解・認識していない

場合や、身勝手な理由で普通自動車が駐車して

いるケースがあります。

　本当に必要としている人のために、「思いや

りの心」で駐車マナーに心がけてください。

■社会福祉課（℡　２４‐７０１２・２４‐７０１７）

5
㍍
程
度 

6
㍍
程
度 

普通自動車用 
駐車スペース 

2.5㍍程度 

3.5㍍以上 

車いす使用者用 
駐車区画 

車いすマーク用 
駐車スペース 
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使
用
料
（
１
日
あ
た
り
）

▼
亡
く
な
っ
た
人
が
市
民
の
場
合

／
４
０
０
０
円

▼
亡
く
な
っ
た
人
が
市
民
で
な
い

場
合
／
１
万
２
０
０
０
円

※
使
用
は
３
日
が
限
度
。　　
　

棺
の
搬
入
・
搬
出
時
間

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

申
込
方
法
／
電
話
な
ど
で
事
前
予

約
の
う
え
火
葬
許
可
証
を
持
ち
斎

場
（
℡　

‐
６
１
２
２
）
ま
で
。

２７

　

市
街
地
の
合
流
式
下
水
道
の
水

質
改
善
を
行
う
た
め
、
和
久
市
地

内
で
貯
留
管
き
ょ
築
造
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。
け
や
き
通
り
の
路

面
下
に
水
を
溜
め
る
管
き
ょ
を
布

設
す
る
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
施
工
す

る
た
め
、
１
月
７
日（
水
）に
、
掘

削
機
の
発
進
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

工
事
中
は
、
付
近
の
通
行
な
ど

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間
／
３
月　

日
〜
平
成　

２８

２２

年
３
月　

日
３１

と
こ
ろ
／
和
久
市
地
内
（
地
下
）

掘
削
方
法
／
シ
ー
ル
ド
工　

管
き
ょ
の
規
模
／
直
径
３
・　

㍍
、

７５

延
長
４
７
８
㍍

■
下
水
道
整
備
課

（
℡　

‐
２
０
８
５
）

２３

と
こ
ろ
／
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
北
本
町
二
区
）

入
場
料
／
無
料

緑
内
障
に
つ
い
て

〜
発
見
と
治
療
〜

と
き
／
２
月
５
日（
木
）

　

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

２０

４０

講
師
／ 
大  
八  
木  
康  
夫 
さ
ん

お
お 
や 

ぎ 
や
す 
お

　
　
　
　
　
　
　
　
（
眼
科
医
師
）

花
粉
症
の
予
防
と
治
療

と
き
／
２
月　

日（
月
）

１６

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

講
師
／ 
横  
山  
尚  
樹 
さ
ん

よ
こ 
や
ま 
な
お 
き

　
　
　
　
　
　
　
（
耳
鼻
科
医
師
）

■
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
２
７
８
８
）

２３

と
き
／
２
月　

日（
火
）

１０

　
　
　

午
後
２
時　

分
〜
４
時

３０

と
こ
ろ
／
サ
ン
プ
ラ
ザ
万
助

　
　
　
　
　
　
　
　
（
篠
尾
新
町
）

テ
ー
マ

　

政
局
の
ゆ
く
え
と
日
本
の
将
来

講
師
／ 
岩  
田  
公  
雄 
さ
ん
（
読
売
テ

い
わ 
た 
き
み 
お

レ
ビ
報
道
局
解
説
委
員
長
）

入
場
料
／
無
料

■
商
工
振
興
課（℡　

‐
７
０
７
５
）

２４

■
福
知
山
商
工
会
議
所

（
℡　

‐
２
１
０
８
）

２２

市
外
の
人
も
斎
場
安
置
室
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

医
師
の
健
康
教
室

合
流
式
下
水
道
貯
留
管
き
ょ

工
事
が
本
格
的
に
開
始

ビンちゃん　毎年、世界
中で約１３００万㌶の森林
の面積が失われとるん
やで。これは、日本国
土の約３分の１にあたる
んや。

カンちゃん　そんなに？
毎日、新聞やトイレットペーパーなど、多
くの紙を使っとるさかい、それだけ木を伐
採しとるんやなあ。

ビンちゃん　そのとおり。木材や紙の生産、
農地の造成のために、たくさんの木を伐採
しとるんや。地球温暖化の原因となってい
るＣＯ２増加の約２割が、森林の減少による
ものと考えられとるんやで。
カンちゃん　森林が減少するとほかにも影響
があるんやろか。
ビンちゃん　野生動物の生息地が失われて、
絶滅が急速に進んだり、土壌流出や川の汚

染を招いたり、渇水や洪水が起こりやすく
なったりしとるんや。

カンちゃん　たいへんなことやな。木や森を
大切にせんとあかんな。

ビンちゃん　やみくもに森林を伐採させない
ために、環境保全や社会的な利益、経済的
に続くかということから判断して、適切に
管理されとる森林を認証し、その森林から
産出された木材製品には、ＦＳＣ（森林保
全認証マーク）がつけられと
るんや。ＦＳＣのついた木材
製品を利用することが森林保
護につながるんやで。
カンちゃん　了解！森林保全認
証マークがついた製品を使うように気をつ
けるわ。

■環境企画課環境計画係（℡　２２‐１８２７・２４‐７０７０）

経
済
講
演
会

478

消防署 

鋳物師町 
　公民館 

福知山駅 

工
事
個
所 

け
や
き
通
り 

地下歩道 

下
水
道
部

下
水
道
部 

下
水
道
部 

発進個所 

工事に伴う通行止めは
ありません
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※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
■
秘
書
広
報
課
広
報
係
（　
　

‐
７
０
０
０
）

ＴＥＬ
２４

●おもな相談　※いずれも無料・秘密厳守。特記した相談以外は、事前の申し込みは不要です。

●休日当番医

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

２２日
（日）

１５日
（日）

１１日
（祝）

８日
（日）

１日
（日）

　９：００～１２：００
１３：３０～１７：３０

休 日 急 患 診 療 所
（北本町二区　℡ ２２‐４１２８）

内 科
小 児 科
※休日急患診療所開設日の１８：００～２４：００は、医師会の会員が当番でそれぞれの診療所において在宅
当番診療を行っています。詳細は、休日急患診療所（℡２２‐４１２８）または消防署（℡２２‐０１１９）まで。

２２日
（日）

１１日
（祝）

１日
（日）　０：００～２４：００福 知 山 市 民 病 院

（厚中問屋町　℡ ２２‐２１０１）
外 科

１５日
（日）

８日
（日）　０：００～２４：００京 都 ル ネ ス 病 院

（西本町　℡ ２２‐３５５０）

毎週火曜日・金曜日 
8：29～8：31

ＫＢＳ京都 
ラジオ 

テレビ 毎週木曜日 17：55～17：58

ふくちやまFMキャッスル 
　8：00～8：05 
17：20～17：25

月～金曜日 

●市政だより

くらしのカレンダー

℡ ２４‐７０２２○問 人 権推進室市 民 相 談 室１３：００～１６：００２３日（月）人 権 相 談
人　
　
　
　

権

℡ ２４‐７０２２○問 人 権推進室
大江町総合会館

 ９：００～１２：００
１０日（火）

心 配 ご と 相 談 三 和 支 所１６日（月）
夜久野ふれあいプラザ２０日（金）

℡ ２４‐７０２２○問 人 権推進室人 権 相 談 室１３：００～１６：００５日（木）・１９日（木）女 性 相 談 要事前申込／前週金曜日までに、電話で人権推進室まで。先着３人。
℡ ２４‐７０２２○問 人 権推進室人 権 推 進 室１３：００～１６：００ ２日（月）男 性 電 話 相 談 要事前申込／１月２８日（水）までに、電話で人権推進室まで。先着３人。
℡ ５６‐２６２０○問 北部保健福祉センター北部保健福祉センター

１３：３０～１５：３０
１０日（火）

成 人 の 健 康 相 談
栄 養 相 談

健　
　
　
　

康

℡ ３７‐１２３４○問 西部保健福祉センター西部保健福祉センター１７日（火）
℡ ５８‐２０９０○問 東部保健福祉センター東部保健福祉センター１８日（水）
℡ ２３‐２７８８○問 中央保健福祉センター中央保健福祉センター ９：３０～１１：００２４日（火）

栄養相談は要事前申込／当日までに、電話で中央保健福祉センターまで。
℡ ３７‐１２３４○問 西部保健福祉センター西部保健福祉センター

 ９：３０～１１：３０
１３日（金）

親と子の健康相談 ℡ ５６‐２６２０○問 北部保健福祉センター北部保健福祉センター１８日（水）
℡ ５８‐２０９０○問 東部保健福祉センター東部保健福祉センター１９日（木）

要事前申込／当日までに、電話で各保健福祉センターまで。
℡ ２４‐７０１７○問 社 会福祉課総合福祉会館１３：００～１５：００１日（日）・１５日（日）身 体 障 害 者 相 談

福　
　
　
　

祉

℡ ２４‐７０１７○問 社 会福祉課総合福祉会館１３：００～１５：００２６日（木）身体障害者巡回更生相談 要事前申込／２月２５日（水）までに、電話で社会福祉課まで。
℡ ２４‐７０１７○問 社 会福祉課市民会館３５号室１３：３０～１５：３０ ４日（水）こころの健康相談 要事前申込／２月３日（火）までに、電話で社会福祉課まで。
℡ ２３‐３５７３○問 社会福祉協議会総合福祉会館

１３：００～１６：００ ６日（金）ふれあい福祉相談 ℡ ５８‐３７１３○問 社会福祉協議会三和支所東部保健福祉センター
℡ ３８‐９０００○問 社会福祉協議会夜久野支所ふれあいの里福祉センター
℡ ５６‐０２２４○問 社会福祉協議会大江支所老人福祉センター舟越会館
℡ ２４‐７０５７○問 市　 民　 課中丹勤労者福祉会館１０：００～１５：００１８日（水）年 金 相 談 要事前申込／電話で舞鶴社会保険事務所総合相談室（℡０７７３‐７６‐５７７２）まで。
℡ ２４‐７０６６○問 子育て支援課家庭児童相談室 ８：３０～１６：１５月～金（祝日を除く）家 庭 児 童 相 談
℡ ２４‐３７４９○問 学 校教育課教 育 相 談 室 ９：００～１６：００月～金（祝日を除く）子 ど も 教 育 相 談教

育

℡０７７３‐６２‐２５０６○問 府中丹広域振興局市 民 相 談 室１３：００～１５：００４日（水）・１８日（水）消 費 生 活 相 談
く　
　

ら　
　

し

℡ ２４‐７０２０○問 生活交通 課市 民 相 談 室１３：００～１６：００２５日（水）
℡ ２４‐７０４４○問 農 業振興課各 支 所 ９：００～１５：００４日（水）・１８日（水）・２５日（水）農林業に関する相談

℡ ２４‐７０４６○問 農業委員会事務局
各支所・京都農協・
京都丹の国農協の
各 支 店 ほ か

 ９：００～１２：００１０日（火）農 地 ・ 農 政 相 談

℡ ２４‐７０７５○問 商 工振興課市民会館３６号室１０：００～１６：００１２日（木）・２６日（木）緊急就職支援セミナー 要事前申込／前日までに、電話で京都ジョブパーク北部サテライト（℡２２‐３８１５）または商工振興課まで。
℡ ２２‐３９０１○問 府福知山地域総務室府福知山地域総務室 ９：００～１６：３０１０日（火）・２５日（水）交 通事故巡回相談
℡ ２３‐６７６３○問 近畿税理士会福知山支部市 民 相 談 室１３：００～１６：００１９日（木）税 務 相 談
℡ ５６‐１１０１○問 大 江 支 所大江町総合会館

 ９：００～１２：００
１０日（火）

行 政 相 談行　

政　

・　

法　

律

℡ ５８‐３００１○問 三 和 支 所三 和 支 所１６日（月）
℡ ３７‐１１０１○問 夜 久野支所夜久野ふれあいプラザ２０日（金）
℡ ２４‐７０２７○問 秘 書広報課市 民 相 談 室１３：００～１６：００２５日（水）
℡ ２４‐７０２７○問 秘 書広報課市 民 相 談 室１３：３０～１６：００１０日（火）公 証 相 談
℡ ２４‐７０２７○問 秘 書広報課市 民 相 談 室１３：００～１６：００１２日（木）司法書士法律・登記相談
℡ ２４‐７０２７○問 秘 書広報課市 民 相 談 室１３：００～１６：００２６日（木）行 政 書 士 相 談
℡ ２４‐７０２７○問 秘 書広報課市 民 相 談 室１２：３０～１６：３０２７日（金）

法 律 相 談 要事前申込／２月１９日（木）までに、市民相談室に来訪・電話いただくか、郵送（住所・氏名・電話番号・
相談内容を明記）で秘書広報課まで。※市民に限定。申込者多数の場合、抽選で１０人まで。

℡ ２４‐７０２７○問 秘書広報課市 民 相 談 室１５：００～１８：００毎週金曜日多重債務無料法律相談 要事前申込／前日午後４時までに、電話で京都弁護士会（℡０７５‐２３１‐２３７８）まで。各日先着４人。
℡ ２４‐７０２７○問 秘書広報課市 民 相 談 室 ９：３０～１１：３０ ３日（火）

市 長 の 何 で も 相 談 日 要事前申込／１月２７日（火）８：３０から１７：１５までに、電話または直接秘書広報課（℡２４‐７０２７）まで。
申込多数の場合、抽選で６人（組）まで。※初めての人を優先。

１２月末現在の人口・世帯数　※（　）は前月比
★人口  ８２，６５３人（＋ ２６）　男  ４０，２９５人（＋  ２２）　女  ４２，３５８人（＋ ４）　　★世帯数  ３４，３２１世帯（＋  １）




